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習慣ではない言語習得

片桐ユズル

Essentially， Basic English is an attempt to substitute insight for habit as a working 

principle in language. -I.A. Richards 

「本質的にベーシックが試みることは，習慣

のかわりに洞察でおきかえて， 言語をはたら

かせる原理とすることだ。」これはI.A.リチャ

ーズがたぶんベーシックについて最初に書

いた文章で，発見者のケンブリッジ大学のジ

ョン・カンスタブルによれば， 1931年に日本

で発行されていた英字新聞 TheAdvertiser 

への投書のタイプ原稿であった(注1)。

普通に外国語学習について言われているこ

とは，外国語による発話が無意識的・自動的

「習慣Jになるまで練習しろということだ。リ

チャーズはここでそれと正反対のことを言

っている。

刺激に対して言語を反射的に使うのでは

習慣ではない言語習得

内 容

なくて，考えてから使うように，ベーシッ

クではせざるをえない。

外国語という新しい道具を使うためには，

母語という古い道具の使い方の習慣を一時

的に止めなくてはならない。新しいことの学

習が起こるためには，古いやり方が起こって

くるのを「抑制」しなくてはならない，という

ことをしつこく主張したひとりはF.M.

Alexander (1869-1955)であった。

俳優であったアレクサンダーが舞台上で声

が出なくなるという心身のトラブルを解決

する過程で発見したことは，ひとつの刺激に

対して複数の行動を同時に起こすことは不

可能であるという，いわばあたりまえのこと
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であった。 GDMでは母語による反応をまず

抑制する。するとどのように反応したらよ

いか迷う瞬間がある。それは同時にいろい

ろな選択肢が浮上する瞬間でもある。わた

しはとてもおかしな経験をした。ウィーン

でわたしは友人のアメリカ人，ビルさんと

カフェでテーブルについた。ウェイターが

来ると，わたしたちはほとんど同時に彼に話

しかけた:ビルは日本語で わたしはスペイ

ン語で大笑い)ここは外国であるから

母語で話す衝動はふたりとも抑制した。しか

し次ぎの瞬間にあわてていたので，ビルに

とっての第 2外国語すなわち日本語，わた

しにとっての第 2外国語すなわちスペイン

語にとびついてしまった。もうすこし落ち

着いていたらば ここはドイツ語圏だとい

うことを思い出しただろう。

EP2まですすんだわたしの小クラスに

とてもやりにくひとがいる。わたしがいろい

ろ工夫をこらして seem をおしえている

と， このYさんが"ああ錯視のことか"と

さけんだ。わたしのやる気はがたがたと崩れ

おちた。また学期はじめのクラスでは休暇中

はどうだったかの話が自然におこるが，そ

れを助けようとして わたしは右図を見せ

た。即座にYさんが“あっ，たてこもり!" 

といったので，わたしの計画は水の泡とな

った。外国語学習で抑制してほしいのは，こ

のような衝動的発言である。わたしの計画で

は“Thisis a street. A building is on 

this street. This building is a bank. A 

man came into this bank. He had a gun 

in his hand." とかいって容疑者がピスト

ルをもっている写真を見せ，“Hekept 

some persons in a room. Some times he 

came to the window and he let other 

persons see him. とか窓から彼が見える

写真の話に発展するはずであった。しかし

地図は現地ではなかった。

ひとつには，この刺激はYさんにとっては
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強すぎた。彼女は事件のときに近くの事務所

ではたらいていて 実際に交通が遮断され

て銀行へお金をおろしに行くことができな

かった。刺激があまりにも強すぎるとエネル

ギーが学習の方へ流れない。クラスを面白く

しようとしてゲームをつかうと，興味は競

争のほうへ行ってしまい 言語のことを忘

れてしまう。母語での衝動を抑制できる程度

のほどほどの刺激 習いたての外国語と見

合う程度のほどほどの刺激について，わた

しはBulletin，No.46 (1994)の「言語と認

知の共育」で触れたことがある(注2)。

F. M.アレクサンダーが自分の心身をつか

つて体験的に発見したことは， C.S.シェリン

トン(1857-1952. 1932年ノーベル賞)の

神経生理学とも一致した。 一方で， リチャー

ズの『文芸批評の原理~ (1924年)はシェリ

ントンなしでは書かれることがなかったで

あろう(注3)。

たしかにわたしたちの言語行為は多くの習

慣的行動によって成り立つところがあり，



無意識的，自動的，条件反射的におこなわ

れる部分が多い。しかしそれは「結果」として

そうなったのであって そこにいたるまで

には「プロセス」として 乳幼児時代からの

多くの意識的な実験と経験の積み重ねがあ

った。

プロセスすなわち そこにいたる手段を忘

れて，結果だけを手に入れようとする態度

を「目的に走る」といってアレクサンダーは

強くいましめていた。アレクサンダーからレ

ッスンをうけて 心身の危機から立ちなお

ったオルダス・ハクスリーは『目的と手段』

Ends and Means (1937) を書いて， 目的

に走らない態度の社会的効用をしめした。

アレクサンダーの発見は「やるぞー」と意

気込んだとたんに首のうしろを緊張させア

ゴが出てノドのとおりが悪くなってセリフ

が言いにくくなるということだった。へた

な意気込みのためにわたしたちは startle 

reflex (び、っくり反射)に落ちいり，かえっ

て心身の自由な動きを失うことが多い。「日

本の英会話の主流」になったと自称する『ス

ピードラーニング』の新聞広告の見出しは:

英語の勉強は死ぬほどイヤだ、った

だから英語が話せるようになった

私は，今までのコツコツと積み上げる

勉強法をやめたから英語が話せました

一切勉強のための時間は作らず，続ける

ことと，覚えようとしないことを心掛け

ました

いわゆる「勉強」とか「学習」の盲点すなわち

緊張との癒着を断ち切ることを宣言 してい

る(注4)。そして

まずは一日5分から

聞き流すだけでいい
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意味をわかろうというような言語刺激に普

通ともなう衝動をまず抑え， 言い方を覚え

ようとかいうような学習に普通ともなう衝

動を抑えて，つまり「目的に走る」ことを「抑

制」して， w聞くだけに徹底する』のだとい

う。意味がわからないために不安におちいら

ないように， 4秒以内の英語の後に日本語訳

が録音されていたり リラックスして聞け

るために BGMにバロック音楽を流すなど

しているという(注5)。

昔風のdirectmethodでは入門期のかなり

長期間を発音の練習だけですごすとか，

Silent Wayで、使う色つきの棒とかは，刺激

とそれに対する母語的反応を，切り離す効

果があるにちがいない。ところが教室での評

価という目的に走ると 意味と切り離され

た発音とか，棒に対する反応のみを洗練し

てしまうことも起こりえる。言語の「目的」は

コミュニケーションだということに反論は

しにくいが，それが起こるための「手段」と

しては， 言語のレールのうえに考えを順番

に並べなくてはならない。その手段に目を向

けると，認知と筋肉の関係が浮上してくる。

舞台上で声が出なくなったアレクサンダー

の発見は，セリフをしゃべるという刺激に

対して条件反射的にのってしまうと首を緊

張させている。そうならないためにアレクサ

ンダーがしたことは， 一瞬， rいや，わたし

はしゃぺらない」とおもって体勢をたてな

おす。そして「しゃべる」という考えと緊張と

の癒着を断つためには 考えを小さな行動

の単位に分割するしゃべる」のかわりに

口をあける，いきをする，音をだす，こと

ばにする，というフ口セスに注意をむける

ことにした(注6，7)。これはまるで，か

たまりとしての動詞を基本的動作に分解し

たベーシックと同じ発想ではないか!

GDMの現場にもどると，動作語の導入に

おいては，未来|進行中|過去をはっきりと分



けて提示することになっている。ところがし

ばしばいおちいりがちな動きとして，“I

will take my hat off the table. "といいな

がらボウシに手をのばして，取り上げる動

作に入ってしまうことがある。特に生徒が自

分でしゃべりながら動作するときに起こる

ことが多い。すると“"1will t凶aki王dngι

うようなまちがいの原因となる。下図の生徒

さんはとかく先走りやすいひとなので，わ

たしは彼女の腕をおさえて抑制している。

先生自身がやって見せる場合でも，最終

的には takeすることになるとしても，いや，

わたしは takeしない，とおもって. my 

hatからはいくらかの距離をおき，自分を指

して，“1"といい，“willtake"で取る身振

りをして “my hat を指さし，“offthe 

table"でテーブルを指し 手のひらを上向

けにして離れることを示す。

“1 will give.... "“1 will go.... "のときも

進行形にずれこむ危険が多い。これを抑制す

ることは，センテンスを正しくするだけで

はなくて，その動作をする意志の確認とい

う意味がある。というわけで先生が気軽に命

令的に“Youwill...."といって何かをさせ

ることは避けたい。やりたいひとが，やりた

いことをするときに，“1will…という意

思表示をしてから 何かをできるように状

況を用意したい。そのためには動作の目的物

とか，行く場所などについて，いくつかの

選択肢をつくっておくと やりやすい。ベー
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シックには“want" という語がないことに

不便を感じるひとが多いかもしれないが，

“want" をいいたい場合のかなり多くは

“will"でいったほうがよいのだ。

いままでわたしたちは situationをあらわ

す sentenceをつくりだすことにはかなり

の成果をあげてきたが これはリチャーズ

によれば“passiveuse"なのだ。 それにつ

づくべき“activeuse"では生徒が自分で

sentenceをいうことによってJこんどは

situationが変わってくる。これらふたつの

使い方が交互に起こりつづけることで言語

が育っていく(注8.9)。
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BASIC ENGLISHにおける接頭辞un-とその概念構造

本稿は BASICENGLISHにおける基本

的に唯一の否定 (NOT) を意味する接頭辞

( Prefix) の un- に関して生成意味論

(Generative Semantics) に立脚した語葉概

念構造 (LexicalConceptual Structure : 

LCS) の観点から説くものである。近年，

Jackendoff.R. (1990)などにより目ざまし

い進展をとげた語葉概念構造分析により以

前は謎めいていて説明が満足にできなかっ

た英語という言語の諸相がかなりわかって

きているように思える。接頭辞 un-に関し

てもこれはあてはまる。この un-は英語の

語形成上で生産性が高く BASICENGLISH 

でも表現上その果たす役割はきわめて大き

い。ただし，これはその意味と使い方に注

意すべき重要な点をいくつか含んでいる。

un-はもちろんどんな語にも付加されるわけ

ではなく制約があり 3種類の品詞に分類さ

れる語を基体 (base) にして付加されるわ

けでそれは①形容詞に付加される場合，②

動詞に付加される場合 そしてまれには③

名詞に付加される場合もある。たとえば①

の形容詞に付加される例で次のように un-

が適格であるものと不適格(*)となるもの

があるが，それはなぜか?である。

(1) happy →込旦happy (cf. sad→ 

.unsad) 

この(1)と同類の例を次に(1' a-e) と

して示す。

(1)' a. clean → 込旦clean(cf. dirty→ 

・undirty)
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後 藤 寛

(名古屋市立大学教授)

b. healthy → 込旦healthy(cf. ill→ 

・unill)
c. true → 込旦true(cf. f alse→ 

.unfalse) 

d. kind →込旦kind(cf. cruel→ 

.uncruel) 

e. wise → 込且wise(cf. foolish→ 

.unfoolish) 

これは次のように考えるのが今日的な定

説である。すなわち 語糞概念構造 (LCS)

分析では接頭辞 un-は基体語 (base)が否

定の概念 (NOT) をもつものには付加され

ないという制約がかかるのであり，これは

理にかなっている。(1)， (1)'の括弧内の

例のような sad，dirty， ill， false， cruel， 

foolishはいずれも否定的でマイナスのイメ

ージをもっ語である。こういう語には un-

は結合しない。形容詞に付加される un-は

LCSでは(状態)を表すAT関数(場所関数)

として[[ ] y AT [α] zJのように分析

する。 happy，込旦happyの場合であればい

ずれも α=HAPPYである。次にそれを示す。

(2) happy [[] y AT-[HAPPY] z] 

unhappy: [[ ] y NOT AT-[HAPPY] z] 

これは基体となる無標 (unmarked) の

形容詞 happyが状態を示すAT関数 (AT

Function)で表記され， unhappyはその

関数に否定の演算 (operation) を施すNOT

が付加され有標 (marked) となるというこ

とである。すなわち unhappyの un-は

LCSの全体を NOTで否定するわけである。



ついでにここで付け加えておくとこの

unhappyは一概念であり nothappyより

意味的にそれだけ強い。次の (3a，b) のよう

な違いと考えればよい。

(3) a. 1 am unhappy. (私は不幸でみじ

めである)

b. 1 am not happy. (私はうれしくな

happyなどに対して sad，dirty. etc.はそ

の限りでは NOTがすでに組み込まれた意

味構造をもっ概念語であるということにな

る。

次に上の②の動詞に付加される un-であ

るが，これは LCS分析では x の行為

(ACT-ON) とその行為により起こる y の

変化 (BECOME) そしてさらにその変化

の結果としての状態 (BEAT) として事象

構造 (EventStructure) 的に表記される。

たとえば 1ln-Basic語葉の1つである bend

→且旦bendなどは次のような LCSとして関

数で示される。

(4) bend: [[ [ ] x ACT-ON [ ] y] 

CA USE [BECOME [[ ] y 

BE AT-[BENT] z]]] 

unbend: [ [ [ ] x ACT-ON [ ] y] 

CA USE [BECOME [[ ] 

y BE NOT A T-[BENT] 

z] ] ] 

cf. unbend:・NOT [[[ ] x CAUSE [ 

BECOME [[ ] y BE 

AT-[BENT] zJ]] 

この場合 bendの意味は rx が行為を起

こし結果的に y が曲がった状態でないよう

変化させる」の意味と理解されることを示

している。したがって この bendは LCS

全体ではなく BECOMEで示される下位事

象 (Sub-event)内の AT関数に NOTが

付加される構造で LCS全体を否定する「曲

げない (bendしない)J の意味ではなく

「伸ばす」の意味として理解されることにな
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る。こういう分析が今日の生成意味論(語

糞概念意味論)での定説でこれと同様なも

のが次の (4)，の fold→ unfoldの例であ

るが，他に ro11→ unro11なども同じ LCS

で分析される。

(4)' fold: [[[ ] x ACT-ON [ ] y] 

CA USE [BECOME [[ ] y 

BE AT-[FOLDED] zJ]] 

unfold: [ [ [ ] x ACT-ON [ ] y] 

CA USE [BECOME [[ ] y 

BE NOT A T-[FOLDED] 

z]] ] 

cf.unfold : *NOT [[ [ ] x ACT -ON [ 

] y] CAUSE [BECOME [[ 

] y BE A T-[FOLDED] 

z] ] ] 

ここで1つ注目すべきは (4)の LCSで Z

の関数項(これが定項 (Constant)である)

で状態を意味する BENTが代入されること

である。すなわち bend，unbendは共に概

念 [BENT] をもち b阜且Lを語実的に組み込

んで (LexicallyIncorporated) いる動詞

であるということで BASIC ENGLISHの

視点からはまさに b阜且Lはその語葉の1つで

ある。 BASICENGLISH言語の開発者C.K.

Ogdenは70年以上も前にすでに今日的な生

成意味論風の LCS分析により膨大な数の英

語動詞からわずかな有限個の基本概念を抽

出する (LexicallyExtracted) ことを成し

遂げていたことになる。

(4)， (4)' のように動詞に付加されいわ

ゆる否定 (not)ではなく逆 (against) の

意味になる接頭辞 un-はどんな動詞にも適

応されるのではなく すでに示唆されたよ

うに(結果としての変化状態)を合意する

動詞にのみ適応されるのであり LCSにおけ

る原始意味述語 (PrimitiveSemantic 

Predicate)の [BECOME[[ ] y BE AT-[] 

z] ]で記述され事象的には下位事象のAT関

数をもづもののみに適応されるということ



である。したがってこのAT関数をもたな

い，換言すれば移動・変化の結果としての

着点 (GoaI)をもたない単にいわゆる行

為・活動 (act) を示すだけの一連の動詞群

push， pull， kick， talk， run， walk， swim， 

touch， taste， etc.には un-の付加は起こら

ないわけである。すなわち， *unpush， 

ホunpull，*unkick，・untalk，本unrun，

*unwalk， *unswim， *untouch，本untaste，

etc.はすべて不適格となる。これらの動詞は

アスペクト (Aspect) 的には継続相

(Durative)であり 着点がなくどこまでも

つづく単に継続の活動(働きかけ・行為)

を示すのみなのである。意味ベクトルとし

ては終点 (Terminus) をもたない力と方向

の移動と言える。

さらに分類上③の名詞に付加される un-

の例であるが， これは英語の語形成上で生

産性は低い。 unbelief(不信仰)， unrest 

(不安)などいくつか英語には存在するが基

体の名調に付加するこれらはいずれもいわ

ゆる BASICENGLISHでの本来の un-の

使い方からは許容外であるのでここでは扱

わないこととする。問題は名詞から転換に

より動詞として用いられるいわゆる「名詞

転換動詞j に付加される un-の概念構造と

その意味であり この種のものは語形成上

き わめて 生産性の高いもので BASIC

ENGLISHにおいてもその語葉を大量生産す

る。次にこの種の例を列挙するが， (5a)は

適格であり (5b)は不適格な例である。

(5) a. chain → 込旦chain，cork → 

込且cork，nail →込且ail.cover → 

旦旦cover，pin →旦旦pin，roof → 

込旦roof，knot →込旦knot，house 

→込且house，bottle →旦且bottle，

box → un box. dress → undress 

button →込旦button，etc. 

b. brush → *un brush， com b → 

*uncomb， hammer-参 *unhammer，

etc. 

(5a)が適格であり (5b) は動詞として

不適格であるのはなぜか?これも今日 LCS

解析で見事に説明される。ここでは (5a)

の pinと (5b)の combの例から次の (6)

として考えることとする。

-7一

(6) pin: [[ [ ] x ACT-ON [ ] y] 

CA USE [BECOME [[ ] y 

BE AT- [WITH PIN] zJ]] 

unpin [[[ ]xACT-ON []y] 

CA USE [BECOME [[ ] y 

BE NOT A T- [ WITH 

PIN] zJ]] 

cf. comb: [[[ ] x ACT-ON [ ] y] 

BY-USE-OF [COMB] z 

ホuncomb: [[ [ ] x ACT-ON [ ] 

y] CAUSE [BECOME [[ ] 

y BE NOT A T- [WITH 

COMB] z]]] 

すなわち pin ピンで留める)， unpin 

(ピンをはずす)の LCSはいずれも結果と

しての変化状態を合意するのであり起点

(Source) と着点 (Goal)をもち， AT関

数をもっている (unpinの場合， BECOME 

関数に埋めこまれている NOTATが意味

的な起点であり統語上は fromなどとして

具現化する)。一方 comb (櫛ですく)は

pin ピンで留める)とは LCSが異なる。

AT関数をもたないのである。この comb，

pinはいずせれも道具動詞(Instrument

Verb)ではあるが pin ピンで留める)は

基体の名詞 pin ピン)が結果として y の

(変化状態)を起こす存在者・物材

(Locatum)であるのに対して comb(櫛で

すく)の基体の名詞 comb(櫛)はそのよ

うな役割に関与するものではなく単に(手

段)を示すもので根本的に異なる。よって

un-の付加による動調として不適格となる。

上の (5a)，(5b) のそれぞれ他の例も同様

な分析法から説明される。



ここで1つことわっておきたいのである

が，上で基体に un-の付加が「動詞として

不適格である」と言ったが，この「動詞と

して」ということわり書きは重要である。

(5b) も状態変化としての性質を示す形容詞

としてなら適格となるのであり BASIC

ENGLISHでは特に有効な表現手法の1つと

なる。次の (7)がそれである。また先に触

れた un-の付加の起こらない活動・行為動

詞 (ActivityVerb)のなかにも状態を示す

形容詞としてなら適格となるものもある。

それを (8) として示す。

(7)込旦brushedfloor (掃いていない床)

込旦combedhair (ぼさぼさの髪)

(8)込♀touchedland (未踏の土地)

込旦tastedfood (手をつけていない食

べ物)

そもそも BASICENG LISHでは接尾接

(Suffix)の -ed，-ingを付加することで形

容詞として用い， これに un-をさらに語頭

に付加することで適格となる語糞がいくつ

もある点には注目しておく必要がある。た

とえば unsaid，unsent， undone， unkept， 

unmade， untaken， unseen， unseeingなど

もその部類である。

先の (4)に関連し付け加えておくが次の

(9) はすべて基体の動詞に un-を付加する

ことで形成される形容調であり BASIC

ENGLISH語糞である。

(9) folded → 且旦folded，rolled → 

込旦rolled，locked → 込旦locked，

screwed →込旦screwed，boxed → 

込旦boxed，etc. 

この (9)の un-をいずれも行為としての

モノの開け閉め (openor shut) に関わる

ものであるという観点からその意味構造の

分析を試みているものに影山(1980: 106-

127) があるが大いに注目に値する。すなわ

ち，これら un-は(閉〉を意味する動詞を

基体に(開)の意味に変える機能を果たす
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(その逆ではなく)のであり(閉)が肯定的，

(開〉が否定的であるとし 〈閉)の状態が

無標 (unmarked) であり(開〉の状態が

有標 (marked) と説いている。 戸，窓，蓋，

門，箱などは(閉)の状態を保つことが本

来の機能であり これらの機能・役割が問

題とされるのはやはり 〈開)か(開〉でな

いかではなく， <閉)か(閉〉でないかであ

ろう。上の (9) の例はそれぞれ左の (閉)

から un-により 右の 〈開〉の意味となる。

〈閉)が無標で(開)が有標であることの1

つの証として影山(同書)は接頭辞 re-に

よる次のような例 (11n-Basicであるが)を

引き合いに出している。

(10) a. Reopen the window. 

b.吹eclosethe window. 

すなわち，この (10a) は適格であるが

(10b) は不適格で非文となるのは窓という

ものの本来的状態がもともと「閉まってい

る」のであり，それを re-とするところに

あると説くのであるが見事な指摘である。

要するに，たとえば次の (lla) の言い方が

本来であり(11b)は有標ということになる。

(11) a. The door is shut. 

b. The door is open. 

ところで，なぜ un-が否定の接頭辞として

特別に BASICENGLISHで選定されたの

かである。否定の意味を示すのに non-も便

利な接頭辞であるし in-(im-， ir-， il-) など

も否定の接頭辞である。しかしながら，や

はり un-が否定の意味を表すのに最も中立

性があり語形成上でも生産性がきわめて高

い。このあたりの 事 情に関しては 影 山

(1999 : 165-168)が示唆している点が参考

となる。すなわち inーは基体に融合する形

でlつのまとまりとしての否定概念語を形成

する傾向にあると指摘し， inert (不活性な)， 

infamous (悪名高い)などの例を挙げこれ

らを主観的な価値判断を表す否定概念語だ

としている。 一方， non-は客観的反対概念



語を造ると説き，この in-と non-の中間に

un-がある とみている (p.167)。ここでは

un-と non-の次の例を借用する。

(12) a. 'He is unchristian. 

b. He is non-christian. 

(12a)は「彼はキリスト教徒なのである

がそれらしくないJ.(12b)は「彼はキリス

ト教徒ではない」の意味となる。 un-が主観

的否定で non-が客観的否定と言える好例で

ある。さらに影山(同書)は in-，un-， non-， 

の相違を音声面から示唆し，それぞれの強

勢(アクセント)の度合いに注目している。

その説明法を若干変えて言えば，これらの

母音は音声学的にはそれぞれ[iJ. [A J. 

[ :J ]の)11員に舌の位置が低くなると同時に

「きこえ度J (Sonority)が大となりその分

だけ意味的に順次強くなると言えよう。

ここで上の (10)， (11)に関連し〈閉)

が無標で肯定的 〈開〉が有標で否定的であ

ることの象徴的な例を次に出しておくこと

とするがこれらは英語としては大いに注目

に値するものと考えられる((13a)は込旦二

塁益基)。

(13) a. John pushed/pulled the door 

to. ジョンはドアを押して(引い

て)閉めた)

b. 1s the door to? ドアは閉まっ

ていますか?)

c. J ohn did not come to for some 

time. (ジョンはしばらくのあい

だ意識がもどらなかった)

この(13a-c)の文中の toは副詞であり

( 13a.b) ではドアの通常の(正常な)姿で

ある「閉まる(開くではなく)状態へ向け

る・向くこと」を意味する。または3c)で

は「意識のあること」が正常で本来の状態

であることを示唆している。ついでながら，

こういう場合のめにはやや音声上の強勢が

かかることを付け加えておきたい。

最後に上の(12) との関連で un-と
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non-を対比する次の例を引き合いに出して

おくがここでも un-の否定の概念としての

意味的中立性は認められよう。

(14) a. an un-political group 

cf. a nonpo1itical group 

b. un-Ba:sic English 
cf. non-Basic English 

(14a)の nonpolitical(ノンポリの)は

BAS1C ENG L1SHではハイフンを付した

un-po1iticalでよかろうし， 一般に non-，

in-， im， ir-， ilーなどの代わりに用いる接頭辞

として BAS1CENGL1SHではこの (14a，b)

のように表記法もハイフン付きの un-がよ

かろう。

参考文献

後藤寛 (2003) IiBAS1C ENGL1SHと概

念構造:事象分析からの意味記述』ベー

シック・イングリッシュ学会研究紀要

NO.11 (pP. 8-22) 

伊藤たかね・杉岡洋子 (2002) Ii語の仕組み

と語形成』研究社

Jackendoff. R. (1990) Semantic 

Structures. The M1T Press， Cambridge， 

Massachusetts. 

影山太郎(1980) Ii日英比較 語葉の構造』

松柏社

影山太郎(1999) Ii形態論と意味』くろしお

出版



1. A. Richardsの生い立ちと
c. K. Qgdenとの幸福な出会い

磯 野 秀 仁

1. 1. A.リチャーズを形づくったもの

二十世紀の英文学における文芸批評で大

きな足跡を残した人物といえばまずもって

挙げられるのがI.A.リチャーズ(Ivor

Armstrong Richards 1893-1979)である。

I.A.Richardsは1893年2月26日イギリス，

チェシア州サンドバックのヒルサイドで，

父 WilliamArmstrong Richardsと母

Mary Anne Haighの3人兄弟の末っ子と

して生まれた。リチャーズの父方はウエー

ルズの Gower半島出身で リチャーズの父

は常々祖先はメイフラワー号の乗組員とし

て渡って，それからイギリスへ舞い戻って

きたと言っていた。多分父方の祖先は石灰

岩の切り出しの仕事に従事していたものと

思われる。父方には 3人の祖父と 2人の祖

母がいた。リチャーズの父ウィリアムは長

兄ウィリアム(1811-73) の子で，スワン

ジー (Swansea) の公共建物の多くを設計

した建築技師で 軍の将校の娘と結婚して

いる。次兄リチャーズ (1817 ~ 95) は建築

業者兼資産投資家であった。三男エバン・

マシューは金属会社を経営し，スワンジー

の市議会議員や市長を 2期，カーディガン

(Cardigan) の自由党下院議員(1868-74)

を務めている。母方の祖父はハリファック

ス (Halifax)でフランスの Roubaixと羊

毛と繊維の貿易商をしていた。メアリーの

母は1861年に亡くなり その後父は再婚し

ハイパーホルム (Hipperholme)で育った。

父は1849年7月8日スワンジーで生まれ，祖

父エバンの会社で働いた後. 1868年にエデ

ィンバラ大学に入学し化学を学んだ。卒業

後，ランドール (Landore) で化学技術者

として働き始める。 1882年には塩性草原と

してローマ時代以来知られているチェシア

州の中心地であるサンドバックという小さ

な商業都市の化学工場の設備責任者となっ

た。母メアリーは1859年10月25日に次女と

して生まれ. 1887年9月7日27歳の時父ウィ

リアムと結婚した。父ウィリアムは好奇心

が強く，読書家で子どもたちに本を読んで

聞かせている。リチャーズは晩年1974年に

子どもの頃の最も深く印象を受けた本はと

尋ねられた時キッフリングの『ジャングル

ブック~.ベルンの『海底2000マイル~ .ス

ティーブンソンの『宝島』を挙げている。

父，ウィリアムは日曜画家としてリチャー

ズには絵の手ほどきもした。また旅行が趣

味で 2度アメリカへ仕事で行ったときのこ

とも家族のために旅行記を書いているほど

である。兄たちによるとリチャーズの趣味

はおもちゃの蒸気機関車，潜水艦，空中ご

ま(ディアボロ)のような独創的なゲーム

が好きだ、った。

その父も 1902年8月2日癌で53歳で亡くな

った。一家はブリストルの郊外のクリフト

ンに移った。母メアリーは，子どもたちを

寄宿制のクリフ トンカレ ッジへ通学学生と

して通わせ倹約に努めた。このことは後に

J. P.Russoは現在の膨大な人とお金を使っ

た教育プロジェクトと比べランゲージリサ

ーチで成されたリチャーズやギブソンのし

た仕事を見てただ驚き 「彼らは 1っか 2つ

の部屋でわずかなスタッフを使って爪に火

を灯すようなわずかな予算で仕事をしてき

たんだから」と言っ ていることからも母か

らつつましく生活することについて強い影

響を リチャーズは受けることになる。リチ

ヤーズをはじめとする兄弟たちは「母は結

局再婚せずに，窮乏した状況にもかかわら

ず上手くやりくりをし 英国国教会に対し

てたいへん信心深かった落ち着き，有能な

女性であるJ. r族の行き届いた， しかし明

るかった。その駿と陽気さは若い兄弟には

大きく影響を与えた。また，父の死は家族

nu 
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の結束を強め，同時に兄弟の粋を強めるこ

とともなった。j と語っている。 1905年リチ

ャーズはクリフ トンカレ ッジの寄宿制の大

規模校の 1つである附属のパブリックスク

ールの中等学校(男子528人)へ通学生とし

て入学する。そして 上級学校の古典方面

に進むためにラテン語とギリシャ語を学ぶ。

成績は中程度であったが 2年生では成績も

上昇し，ある学期には20人中3番目であった。

しかし， 1907年の最初の数カ月で成績は13

人中 12番まで下がってしまう。さらに重い

肺結核を発病し 1年半学校を休まなければ

ならなくなってしまった。 14歳のことであ

った。この間，キッフリングをはじめとす

る数多くの本と出会う。この時リチャーズ

は「自学Jの姿勢を養ったと思われる。そ

して， これ以降何度か訪れる病気による休

学からもそのたびに不死鳥のように再生し

て学校へ戻ってきている。リチャーズは

1908年秋クリフトンカレッジの上級学校へ

復学する。しかし ラテン語とギリシャ語

で落第してしまった。 2つの科目はオック

スフォード，ケンブリッジ大学の試験科目

になっていた。本人も「する必要がなかっ

たなら，わたしはけっして古典を勉強しな

かっただろう。」と言っている。このときラ

テン語やギリシャ語の文法を機械的かつ一

方的に学習することの無意味さを感じたこ

とは確かである。そして この時の経験が

大きく言語教育に関わる時にも影響を与え

ることになった。後にホーマーやプラトン

を翻訳するためにギリシャ語を勉強し直し

ている。リチャーズは 古典の意義や大切

さを十分に理解できた。しかし，学生時代

の古典の学習に対する印象は強く，どうし

ても好きになれず 古典教育は無意味であ

るとまで言っている。 1909から 10年にかけ

てリチャーズは現代方面に勉強の方向を変

えた。成績は上がり 25人中1番， 26人中1番，

21人中5番と上位を占めるようになり， rお
おいに学校生活を楽しんだ」と言っている。

1909から 1910年にかけては生徒であったに

もかかわらず16歳にしてはじめて勉強をク

リフトンで教えている。そして，クリフト

ンでの良き思い出と別れをつげ， リチャー

ズはケンブリッジ大学のモードレンカレッ

ジ (Magdalene)へ入学するのである。

2. C. K. Ogdenとの出会いと言語への興味

モードレンカレッジは 1911年当時ケン

ブリッジ大学で一番小さなカレッジの 1つ

で毎年11人の学部学生が入学するのみであ

った。モードレンカレッジでは事前に歴史

で奨学金を得るための試験を受ける。 3月25

日に20ポンドの奨学金を貰い， 5月24日に

正式な学生として認められ， 6カ月の飛び級

をして1911年10月に入学している。その頃

は第 1次世界大戦前で 世の中が19世紀の

繁栄がまだまだ続くとだれもが疑わなかっ

た時代であった。優れた学者たちもケンブ

リジに集まっていた。 G.E. Mooreがケンブ

リッジ大学に7年ぶりに パートランド・ラ

ッセル (BertrandR ussell)が5年間の特別

研究員としてトリニティカレッジ (Trinity)

久方ぶりに戻ったり 22歳の若きヴィトゲ

ンシュタイン (LudwigWittgenstein)が

ラッセルと研究するために 1911年の秋には

ケンブリッジを訪れるなど大学として充実

した年でもあった。この年リチャーズは，

指導教官 F.ソルター (FrankSalter)のも

と歴史を講読していることになっていたが，

実際には実質上の指導教官 c.ベンソン

(Arthur Christopher Benson)の指導から

文学とエッセイの書き方を学んでいる。な

ぜ歴史を取らなかったかについては次のよ

うな経緯があった。

「歴史を学ぶためにモードレンカレッジ

に着いてまもなく リチャーズは歴史の

本を読んでいても本当に自分のやりたい

こととは違っていると指導教官のソルタ

ーに悩みを訴えた。彼は，学部学生の C.

K.オグデンを紹介し オグデンは進路

選択に関するアドバイスをリチャーズに

してくれた。オグデンのアドバイスを聴

可
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き入れ， リチャーズは倫理学を取り，後

に文学と言語学の研究をするときに重要

な科目，心理学と哲学に関する教育も

受けることとなった。j

一方で 2度目の重い肺結核を病んで1912

から 13年は学校を休んでデボンシャー

(Devonshire)のダートムアー (Dartmoor)

で病気の治療に専念し，そして， 1913年の

秋に再び戻ってきている。 1913から 15年の

2年間は倫理学の指導教官は論理学者の

W.E.Johnsonであった。リチャーズには少

なからず影響を与えたようで『意味の意味』

でジョンソンについて言語の使用と直示的

な定義というところでふれている。 1915年

には卒業のための筆記試験と McTaggart

と Mooreから口頭試問を受け，結果はたい

へん優秀で首席 (first-classhonors)で，

学部からは記念メダル (monetaryprize) 

を与えられた。しかし， 1915年の夏にクリ

フトンに実家に戻ったが 3度目の肺結核を

発病させてしまう。母は1916年に北ウエー

ルズのナント・フランコン・パス (Nant
Ffrancon Pass)の頂上のアイドワル・コ

ッテジ(IdwalCottage)を借り，しばらく

リチャーズを看病をした。ウエールズの山

と新鮮な空気のおかげでリチャーズはすっ

かり回復し， しばらくの問愛犬のサンチ

ヨ・パンサと過ごした。そして，ウエール

ズの山で1917年将来の妻となるドロシー・

エレノア・ピレー (DrothyEleanor Pilley) 

に紹介された。 ドロシーは1894年9月16日

にロ ンドン のキャンバーウェル

(CamberwelI)で 裕福な食品製造業者兼

科学の講師でもあるジョン・ジエームズ・

ピレー(JohnJamesPilley) とアニー・マ

リア・ヤング (AnnieMaria Y oung)の長

女として生まれる。クイーンズウッド

(Queenswood) とイーストボーン

(Eastbourne)で学校に通い，パリとドイ

ツのハノーバーで学校を卒業している。陽

気で心が強く，個人の自由に共感を示し，

リチャーズと会ったときはジャーナリズム

の世界で身を立てようとしていた。ロ ック

クライミングに興味を持っていたので，ご

つごつした丘での出会いはその後の終生の

パートナーシッフへと導いた。後にドロシ

ーはイギリスの登山における偉大なスポー

ツウーマンの一人となった。

肺結核のため戦争に行かなくて済んだが，

病気が再発してまもなくの頃， リチャーズ

はクリフトンで，数多くの本を読んでいた。

リチャーズは身を立てる職業を探すために

1918年の秋に大学へ戻ってきた。戻って 6

カ月後にリチゃーズとの『意味の意味』の

共著者オグデンは キングズパレード

(King' s Parade)で西に面するアパートの

上の階の隅をリチャーズに貸した。オグデ

ンの本の倉庫の一つが下の階にあった。病

気上がりのリチャーズにとってはあまり環

境的に良くない場所であったが， 1918から

1925年にかけて住むこととなった。彼は特

定の地位を得るというよりケンブリッジへ

戻ってひたすら哲学，倫理学，心理学に没

頭していた。リチャーズは，倫理学での研

究費を貰う研究員補 (by-fellowship)を望

んでいて，心理学の分野へ進もうと医学の

科目も学んで準備していた。 1919年冬まで

倫理学で教えるポストは得られず，そのた

めの医学の勉強もあきらめることとなった。

戦争中，ケンブリッジ大学ではカリキュラ

ム改革が成され マンスフィールド・フォ

ーブズ (MansfieldForbes， 1889-1936) 
らの発案により英文学のコースが1917年に

設けられた。フォーブズは現代言語研究プ

ログラムのもと古代英語を教えていた。わ

ずか22歳でクレアカレッジ (ClareCollege) 
の歴史の研究費を与えられる特別研究員に

選ばれ， リチャーズとは1913年以来旧知の

仲で， 二人とも文学と山登りに関心があっ

た。リチャーズはフォーブズのことを信頼

していて私的なことも手紙で打ち明けるほ

どであった。多くの復員兵士が大学へ戻っ

てくることも見込まれて英文学科も実質的

に何か新しいことをとりあえずしなければ
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ならなかった。そして ちょうど良い機会

であるとして英文学のコースを新設し教師

を集めることとなった。プロのロッククラ

イミングのガイドとしてとりあえず仕事で

もしようと思っていたリチャーズはフォー

ブズに自由契約 (free-lance)かそれとも正

式 (recognized) かどちらかの資格で英語

を教えるようにと説得され，英文学のコー

スで1919年から講義をすることになった。

その結果，自分のコースへ 6回来た生徒か

らリチャーズは 1人あたり 15シリングを徴

収できることとなった。リチャーズはあら

ゆる方面で新たな試みをし，業績を上げる

ために批評の理論のコースを教え，お金の

ために現代小説を教えた。 1919から 1922年

の問，生徒の授業料がリチャーズの収入の

全てであったが 講義の成功はゆるぎない

ものとなっていた。 1922年4月19日にリチ

ヤーズは年間100ポンドと授業料で英文学と

倫理学の講師の職をモードレン・カレッジ

で得ることとなった。そして， 1926年2月

13日には研究費をもらう特別研究員の資格

を得た。このことによって収入は宿舎と食

事付きの年間350から400ポンドとなった。

リチャーズの講義はたいへん人気があった

らしく， J.P.Russoは，

「リチャーズのケンブリッジでの講義は

たいへん人気があり 何度も学内の通り

でしなければならないほどであった。こ

んなことは中世以来なかったと言われて

いる。わたしも 1960年代中ごろにはじめ

てリチャーズの話しを聴いたことがある

が，言語の機能と世界の文学の目標を話

していた。大きなホールが人で溢れてい

た。」

と述べている。

3. ~意味の意味』におけるI. A. リチャーズ

と c.K.オグデン

ベーシック・イングリッシュの考案者オグ

デン (CharlesKay Ogden， 1889-1957) 

は心理学者で， w意味の意味』のリチャーズ

との共著者であることは周知の通りである。

オグデンは哲学者，心理学者，言語学者で

あり，編集者，翻訳家，文芸批評家でもあ

り， 20世紀初頭における知性人としては最

も顕著な人物の一人であった。しかし，オ

グデンは1915年に学位をケンブリッジ大学

から得，大学で多くの業績を上げながらも，

研究費のつく研究員補 (by-fellowship) と

いう肩書きだけに留まっていた。

『意味の意味』の誕生のきっかけは，次

のような思いがけない事件からであった。

1918年11月11日第 1次世界大戦の戦勝記念

日の夜，ある騒動がケンブリッジで起きた。

その騒ぎを塔の上からリチャーズは眺めて

いた。その当時 オグデンは一つの画廊と

二つの本屋を経営していた。オグデンは，

第 1次大戦中外国の新聞雑誌から政治論争

など記事の要約をも載せたりして，戦争反

対主義者 (pacifists) を公的にではないが

支持していた。そんなわけで見境の無かっ

た， 20か30人の酒に酔った医学部の学生の

幾人かが，腹いせにオグデンの底に乱入し，

本，絵，ピアノを通りに放り出した。それ

で，オグデンは上の階に彼から部屋を借り

ていたリチャーズの所へ暴徒の幾人かを知

っているかと尋ねに来た。リチャーズは，

そのことについて答えることは出来なかっ

たが，初めて二人は階段を半分下った曲が

り角の所で立ち止まって偶然にもお互いが

読んでいた Mindや theAristotelian 

Society Proceedingsの論文から意味につ

いて話し始めた。その話しは夜中の一時ま

で二時間続き，話しは『意味の意味~ The 

Meaning of Meaningの全体にまで明確な

形で及んだ。

五年後の1923年に完成した『意味の意味』

の「定義」“OnDefinition" をオグデンが

書き終えたとき お互いに見合って，次の

ように言ったとリチャーズは感想も含めて

回想している。そして それこそが Basic

Englishの誕生のきっかけであった。

rr1000語以下で全てのことは言うことが
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できると思わないか?J もし，一つの語が

10語かそれ以下の分析的な句で定義できた

なら，その語に対して分析的な10語を代用

して，省くことができる。非常に簡単で，

とても， しかし，あらゆる目的にかなり十

分に。私たちはその章を書くことで言い直

すことの原理を作り上げたことに気がつい

た。そして，その結果私たちは新しい仕事

にまさに考えの方向が変わった。」

「話しは20年前にさかのぼる。ベーシッ

ク・イングリッシュの発明者であるオグデ

ンと私は『意味の意味』という本を一緒に

書いていた。より厳密に言えば理論的可能

性としてのベーシック・イングリッシュの

原点はその本の第五章にさかのぼることが

できる。私たちはテーブル (table)から力

(force) ，うさぎ (rabbit) から概念

(concept) までのあらゆる語の定義を比較

していたとき，君(オグデン)が定義する

ものがなんであろうと 定義しようとして

いるものが異なっていようとある種のこと

ばが君(オグデン)の定義の中に入り続け

るという事実に出会った。」

このことはリチャーズたちにある想いをも

たらすこととなった。

「このことは全てのことばの意味が述べ

られる言い方にはある制限されたまとま

った語糞が存在する可能性を意味してい

た。もし，そうならばその時ある非常に

制限された言語が可能であるかもしれな

い。また，この制限された一連の語棄の

他の語にこの制限された語葉だけを使っ

て記述する言語が可能であるかもしれな

い。」

と， リチャーズはクリフトンの家に戻り，

何がベーシックであるのかを書くことに時

間を割いた。オグデンもリチャーズがいな

い問，まさに同じことをしていた。 一緒に

なったとき二人は 『意味の意味』が半分書

き上げられているにもかかわらず， このこ

との方がもっと重要なことじゃないかとい

う想いから，

「これを見ろよ，この方がずっと大切な

ことなんだから『意味の意味』なんか書

くのやめてしまわないかい。」

とまで言っている。『意味の意味Jl (1926) 

の第 2版の序でオグデンとリチャーズは

「子供と成人に， 言語の，よりよき用法

を教える教育的技術を発達させること，

普遍的・科学的言語の問題に関係づけて，

記号法の一般的原理を探究すること，お

よびー象徴体系より他の象徴体系への翻

訳を統制する必要な文法を発見するとい

う分析的課題がこれである。J

というふうな構想を持っていた。そして，

『意味の意味Jl (1930)第三版の序では

「ベーシック・イングリッシュは普遍言

語の要求に応じるための英語体系」

とさらにベーシック・イングリッシュとい

う具体的な名前が『意味の意味』に盛り込

まれている。したがって『意味の意味』か

らベーシック・イングリッシュは生まれ，

『意味の意味』という理論を具体的に応用し

ていくための一つの方法としてリチャーズ

は Graded Direct Methodを後に構想し

ていくことになる。
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リスニングの力の向上へのGDMの貢献

此枝洋子

リスニングがなされている時，我々の脳での有限なワーキングメモリ容量の使用で，保持のた

めの容量を減らす一方で処理の容量を増やすことができれば，リスニングの内容理解が増すこと

が期待できる。内容理解で和訳によるオフライン処理がなされると 保持と処理のためのメモリ

容量は不足してしまう。オンラインで「小さな容量でできる内容理解」が求められている。そし

て， GDMクラスで無意識のうちに態度として身につく「イメージ化」による理解がそれに応え

られるのではないかと此枝 (2003)で述べた。その主張を支持するために 2003年度に担当し

た GDMクラスで Dictationによるリスニングの力の伸びを調べた。

学力別編成の下位(rやり直し英語J) クラスの ReadingWorkshop， Listening Workshop， 

Writing Workshop (それぞれ前，後期共)で GDMで英語を指導した。学期ごとにプレース

メントテストがあり 担当学生は一部入れ替わった。リスニングの学力の伸びを調べたのは後期

の ListeningWorkshopにおいてであり，このクラスでは筆者は後期には， 10名を前期から引

き続き，また9名を後期から新たに担当した。

筆者の担当クラスは，前期はプレースメントテストで学科の1学年全学生53名を3つに分けた

際の最下位集団，後期は留学する学生18名を除いた学生35名を2つに分けた際の下位集団であ

る。前期は GDMで週3回 (一回は90分)， English Through Pictures， Book 1で“make"

までを使えるように指導した。後期は週 3回のうち1回を Reading中心の授業とし，残る2回で

book 1を終えた後 book 2の最初の部分を教えた。前 後期とも15週指導した。

近藤ゅう子著 AHouse on Boundary Roadを nativespeaker教員に吹き込んでもらった

テープを利用し 後期 10月最初 12月最後 1月最終の授業で dicta tionを実施した。

Dictationでは固有名詞や fishingrod， bucketなど 授業であまり使わなかった語は黒板につ

づりを示した。テープは3回流し 一回目は通して聞かせ 2. 3回目にはポーズを置いて書き取

らせた。

10月の結果

前期にも GDMで学んだ学生(通年生と称する)は，夏休みの長いブランクの後でも比較的

よく英語を書き取れた。しかしながら 後期のみ担当した学生(後期生と称する)が，キーワー

ドの語くらいしか書き取れない結果には驚いた。後期生は4月最初 通年生よりも高いリスニン

グの力を有していたはずである。

10月と 12月に同じテーフで dictationを実施した。その際 どちらも出席していた学生は通

年生5名，後期生3名であった。以下の passageA， Bを使った。各語の下の二段の数字は，上

段は通年生，下段は後期生の正解率(%)である。
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表 Dictationに用いた Passage A， Bと正解率(%)

正解率(%)の数字は，上段:通年生 (N=5) ，下段:後期生 (N=3) 

Passage A 

Daddy is at the door :磁:his house. A basket is in his hand. He will go to 

通 100100 100 80 100 20 40 100 100 100 100 80 100 100 80 60 80 80 

後:100 100 30 60 100 0 0 100 60 100 60 0 0 60 60 30 30 30 

Granny' s house. He is in the street. He is going to Granny' s house. 

通 60 100 100 100 80 80 100 100 100 100 100 100 100 

後 30 60 100 100 30 60 60 60 100 100 100 60 100 

Passage B 

:療機総総~経 two boys 1旦 thestreet. One boy has 議 fishingrod豆旦昼誕 bucket.

通 20 0 80 80 100 80 100 100 100 80 20 100 100 80 20 80 

後:30 0 100 60 30 60 60 100 100 60 30 60 60 0 0 60 

:繁長谷 otherboy has 泌 fishingrod and :a: big net. They are Peter Wilson and 

通 o60 40 40 0 80 60 60 20 100 100 20 20 80 80 80 

後:30 0 30 30 0 30 60 30 0 100 100 60 100 100 100 100 

John Taylor. Where are they going? They are going to the pond， and 

通 80 80 60 60 60 80 60 60 100 100 100 100 80 

f麦100 100 100 60 30 30 30 60 100 100 100 60 30 

Lornas going after隣接総

通10060 60 40 0 

後 60 0 0 0 0 

後期生を通年生と比較し 正解率で50%以上の差がある語に下線を付けた。 are以外の語全

てで通年生の正解率が高い。それらの語は at，in， his， go， to， in， in， and， other， fishing， going， 

and， is， goingである。これらの語は go，other， fishing， goingを除いて structurewordsと

呼ばれるものである。 一般的に structurewordsには強勢がない。彼女たちは今まで，意味を

つかむために強勢がある contentwordsの聞き取り練習を多くしてきたのであろう。その問，

強勢のない structurewordsは軽視されてきたと想像できる。

どちらの学生にも共通して正解率の低い部分(語に 滋 を付けて示す)がある。冠詞，“There

are" ，“of" ，“them"である。冠詞では，“fishingrod"や“bucket"のような content

wordsが続く時に低くなっている。これは 学生が音の保持のために後の部分の情報を優先し

た結果，冠調が脱落したものだと推される。学生たちには，瞬時に文法知識で補うほどの冠詞利

用能力もまだ、育っていなかったのであろう。

以上のような状況のリスニングの力を持った学生に前述のような GDMの授業をした。後期

から筆者クラスに入った学生は， GDMの授業に最初は驚いた様子であったが，次第に慣れて，

順調に GDMでの授業が進んだ。

no --



2 12月最終回のdictation

12月最終回に dictationを実施した。 10，12月に両グループとも正解率100%であった語は

除き，変化のあった語のみの正解率を表2に示す。表での数字の語は12月に上昇した部分で

あり，さらに数字を枠で囲んだ部分の語は伸びが60%以上であった。 12月に下降した正解率に

は数字に下線をつけた。

通年生，後期生ともに正解率が低いものには語に 怒を付けた。表 2では 複数回出現した同

一語には，数字を付けて区別している。

表 2: 10， 12月正解率比較で変化が見られた語と正解率の変化

通年生10月 通年生12月 圭ロ五ロ 後期生10月 後期生12月

100 100 at 30 30 

80 80 thel 60 ?10o. 
20 O 。f: 。 O 

40 O :h1s.i O 。
100 80 Al 60 60 

100 80 basket 100 100 

100 100 IS1 60 60 

80 ま0.0 ln1 。 匿翻
100 100 his2 。 図図
100 100 hand 60 60 

80 差。。 He1 60 100.: 

60 :::80 wil1 30 30 

80 妻。。 go 30 :68 

80 妻。。 to 30 医週
60 ま0.:0 Granny' S1 30 30 

100 100 house 60 100. 

80 :案。。 ln2 30 :::6.0 

80 1:110 the2 60 60 

100 100 street1 60 aoo. 
100 100 He2 60 至。。
100 100 Granny' S2 60 60 

20 態。 There 30 30 

O 陸国 are1 O O 

80 主0.:0 two 100 100 

80 60 boys 60 60 

100 100 ln3 30 亙翻
80 /1:00 the3 60 100. 

100 100 street2 60 主00.
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80 80 haSl 60 60 

20 透。 a2 30 30 

100 100 fishingl 60 lOO: 

100 80 rodl 60 lOO 

80 80 andl O 堕図
20 :達。 a3 O 匿図
80 80 bucket 60 lOO 

O 匿翻 The4 30 30 

60 80. other O 匿函

40 匿函 boy 30 匡盟
40 80. haS2 30 6.0 。 透。 a4 O 30 

80 100 fishing2 30 霊園

60 100 rod2 60 主00

60 100 and2 30 6.0 

20 60. a5 O 30 

20 20 TheYl 60 60 

20 医宣ヨ are2 100 60 

80 ま00 Peter 100 100 

80 100 Wilson 100 100 

80 ま:00 and3 100 100 

80 100 John 100 100 

80 ま00 Taylor 100 100 

60 ま00 Where 100 100 

60 ま00 are3 60 lOO 

60 ま00 theY2 30 6.0 

80 まdO gOlngl 30 匿園

60 まdO TheY3 30 匿盟国

60 ま00 are4 60 60 

100 100 pond 60 30 

80 ま00 and4 30 30 

100 100 Lorna 60 lOO 

60 lOQ IS2 O 30 

60 まon gOlng2 O 盛夏ヨ
40 20 aftef O 3D 

O 20 設lem O O 
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12月には後期生の書き取り量が非常に増えた。後期生では， 34項目での上昇， 60%以上の伸

びは inl，his2， to， in3， andl， a3， other， boy， fishing2， goingl， TheY3， going2の12項目となって

いる。通年生では正解率上昇は39項目 60%以上の伸びは紅白， The4， boy，紅白の4項目とな

っている。

後期生は10月は「キーワードを聞く」態度で聞いていたが 12月には「全体情報を保持しつ

つ聞く」聞き方に変わっていた。これは GDMの授業のなかで情報を保持する習慣が形成され，

同時に，英語を聞いたり 言ったりしているうちに，自分が使えるレベルの英語が増し，確かな英

語の力が育ってきたためと考えられる。

3 10月と 12月の比較結果から考えられること

後期生では inl，in3， his2， to， andl， a3が特に伸びている。これは GDMの授業で，語の流れを

バラバラの単語としてでなく 意味のまとまりとして聴けるようになったためと考えられる。例

えば，“inhis hand"では， この表現がまとまりで聞き取れるようになったことが“in，"“his2，"

“hand"の各語で正解率が上昇したことからわかる。

後期によく使った“other"が高い。“Granny'sl は前期に学習済みであり，通年生は

“GrannY'SI" “GrannY'S2"とも 100%になっている。後期生では“GrannY'Sl"が30%，

“GrannY'S2"が60%であり “Granny's"の正解率が低いのは練習の機会が少なかったためと

考えられる。今後 GDMで継続指導がなされ 文法ルールの気付きと十分な練習の機会が与え

られれば，“， S" も難なく習得されるであろう。

通年生では12月までの正解率の上昇幅は少ないが，着実に学生が力をつけていることが冠詞

や他の英語項目の正解率上昇からわかる。“theother boy"では後期に練習した“other"の使

い方がよく身についている。“Thereare"，“They are 

“They ar陀e"などの“they"や“there"の語は，単独の語として聞くのでは混同しやすい。通

年生では，これらの部分が少しずつでも正しく聞き取れるようになってきている。このことから，

彼女たちは個別の単語レベルの聞き取りでなく その語の周囲も含めた表現がーまとまりとして

理解できるようになってきていると言えよう。

後期生は通年生に比べるとGDMの授業時間が少ないため， 12月時点ではまだ力があまり伸ば

されていないようだ。通年生では “will" “arel"では80%，“The4"では100%の正解率と

なっているが，後期生ではこれらの項目での正解率上昇はない。また， 12月時点で，後期生の

正解率が通年生の正解率を大きく J二回る項目もない。

後期生，通年生共通の弱点には表 2中の語に 訟 をつけた。“ofhis"，“after them"では連結

音の聞き取りが後期生 通年生共に難しかったようである。

4 月の再dictation

1月最終授業で dictationを実施した。同著 同テープの別箇所を使った。以下に passage

と同一学生(通年生5名 後期生3名)の正解率を記す。数字の表示がない部分は100%である。
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表 3: 1月のdictationで、の正解率 通年生(N=5)と後期生(N=3)の比較

It is seven in the evening. Peter is in his bed. Daddy iSl withl Peter at his 

通 6040 80 100 100 80 80 40 0 0* 

f愛 6060 100 60 60 30 60 60 0 0 

bedside. He has a book in his hand. What is the name of the book? Its 

通 100 100 80 100 60 100 80 40 20 

f麦60 60 60 100 0 60 60 60 0 

name iS2 Peter Pan. 

通 80 

後 30 

Now Peter' s eyes are shut. He is having a dream. In the' dream， he is 

通 100 100 60 100 100 80 100 60 100 80 80 60 60 

後 30 60 O 30 60 60 60 30 30 60 60 100 100 

going over the sea. He seeSl a ship. It is a pirate ship! He seeS2 a pirate 

通 60 80 80 80 

後 60 60 100 100 

60 40 100 

30 0 60 

100 

30 

20 0 

30 0 

20 

60 

on the ship. The pirate has one hand. His other hand is a hook. He is 

通 20 60 80 40 80 

f麦 60 30 100 0 100 

Captain Hook! Oh no! lulia is with2 Captain Hook. 

通

後

80 20 

100 0 

4040 

30 30 

She is saying，“Help!" 

O O 

O O 

通年生と後期生を比較して， 50%以上の差がある語に下線を付けた。“is/¥ “iS2"，“Peter's"， 

“are" である。担当学生の授業中の英語発話では，現在形be動詞が脱落することが多い。上の

be動詞 3箇所では同時に与えられた情報の保持が優先されたため脱落が起きたと考えられる。

通年生はGDMでの指導期間が後期生よりも長いため，音の情報処理で優れていると考えられる。

通年生，後期生共に，正解率の低い箇所に“athis (bedside)"，“Its" ，“He sees2"， 

“with2" ，“is saying"がある。“Its"では，通年生一人のみの正解であった。前期からあまり

使わなかったので，身についていないのだろう。

“at his bedside"の“his"の箇所で*の付いた数字では “his" と答えた学生はいなかっ

たが，通年生の解答にすばらしい発見があった。“his"の代わりに“Peter's" と書いた通年生

が3名いたのである。担当学生18名中，この3人の他に‘Peter's と書いた学生はいなかった。

“his"の具体的に指す人物は Peter' s である。このことから この3名の学生はこの比較的長

い文章を書き取る際に，音を繰り返しているだけでなく，その対象物を日出嵯に掴みつつ語を書い

たと考えられる。彼女たちは書き取るまでに，音を繰り返しているだけでなく，語から対象物を

考える「意味処理」をしている。「やり直し英語」の学生が30週の授業で，音から「語の意味処

ハUつム



理」を一瞬のうちに見事に成し遂げていた事実を考える時 GDMの教育は偉大だと言わざるを

えない。この例から， GDM英語指導が「イメージ化Jにより「小さな容量でできる内容理解」

に貢献していることが示されたと言えよう。

“sees" ，“is saying"については，音の連結問題が関係する。

He sees a ….では三単現のSと冠詞が結合した音を“the"と答えた例が目立った(通年生40%，

後期生40%)。“issaying"で、はsayingの語の際立つ部分 /sei/だけを書き取った例が通年生で

80%あった。また後期生では， / izsei!) /を/sez/のように音成分を逆転して認識した例が60%

あった。

5 結論と今後の課題

10月にはキーワード程度しか書き取りができなかった後期生の正解率が， 3ヶ月にわたる

GDMによる指導で12月には非常に伸びた。その開 通年生の正解率も上昇を続けた。 12月の

結果では，後期生の正解率よりも通年生の正解率の方が高い項目が多い。

GDMの授業が英語を語のまとまりとして認識理解する力を育て 指導期間に応じてその効果

が現れる可能性が指摘できる。また，通年生で音から「イメージ」を思い浮かべたと考えられる

調査結果が得られたことも合わせて考えると GDMの指導が

( 1 )情報保持の習慣を形成し，

( 2 )英語を使える力を育てることで，情報の保持力を伸ばし

(3 )英語を語のまとまりとして理解する力を育て

(4)語が示す対象物を瞬時に思い浮かべる力を育てる

ことが示された。

音の連結による聞き取りの困難は， 10， 12， 1月のいずれの時期にも見られた。授業中に英

語の生の音を聞かせる機会を増やし，音の変化を意識させるような指導を今後は授業中に組み込

んでゆく必要があろう。
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15
""
'2
0
名
2
ク
ラ
ス

(
2
0
0
3
年
度
)

い
つ

2
0
0
2
年

4
月
""
'1
2
月

2
0
0
3
年

4
月"
"'

1
2
月

5
0
分

X
2
/
w
 

計
32

回

ど
こ

甲
南
高
校
高

E
ク
ラ
ス

机
や

イ
ス

は
動

か
さ

ず
に

普
通

の
授

業
ス

タ
イ

ル
で

。
一

列
7
-
8
人
の
列
が

6
列
に
セ

ッ
ト
し
で
あ
る
机
に

生
徒

は
自
由
に
す
わ
る
。

大
野

晴
美

|
小

学
5
，
6
年
生

9
名

I2
0
0
0
年

5
月

塾
En
gl
is
h
O
H
N
O
 

2
0
0
2
年

3
月

I
 

(
お
お
の
英
語
教
室
)

大
野

晴
美

|
小

学
5
年
生

7
名

6
0
分

X
1
/
w

計
6
3
回

2
0
0
1
年

1
0
月

向
上

2
0
0
3
年

3
月

6
0
分

X
1
/
w

計
6
0
回

大
野

晴
美

I
/

問
6
年
生

5
名
12
0
叩

月
向

上
2
0
0
3
年

12
月

大
野

晴
美

|
小

学
5
年
生

2
名

小
学

6
年
生

3
名

計
5
名

6
0
分

X
1
/
w

計
6
3
回

2
0
0
2
年

4
月

塾
En
gl
is
h
O
H
N
O
 

2
0
0
3
年

1
2
月

6
0
分

X
1

/
w

計
6
3
回

な
に

E
P
 1

 ""' 
E
P
2
か
ら

k
e
e
p
，
le
t，

 

w
h
e
r
e
 

(r
el
.) 

メ
モ

文
系

の
高

3
生
ク
ラ
ス
(
各
ク
ラ
ス

4
2
人
程

度
)
か
ら

15
名

程
度

が
選

択
し

て
こ

の
授

業

を
と

っ
て

い
た

の
で

生
徒

は
3
つ

の
ク

ラ

ス
の
混
合
，
文
授
業
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
は
そ

の
内

の
ひ

と
つ

の
ク

ラ
ス

で
他

の
生

徒
の

机
を

借
り

て
い

る
生

徒
が

多
か

っ
た

の
で

私
物

が
置

い
て

あ
る

こ
と

も
あ

り
授

業
環

境
と
し
て
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
。
英
語

が
嫌
い
と
い
う
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
。
中
に
は

基
礎

を
も

う
一

度
し

た
い

と
い

う
生

徒
も

あ
っ
た
が
，
こ
れ
ま
で
の
授
業
ス
タ
イ
ル
と

全
く
違
う
点
に
驚
い
た
よ
う
だ
が
授
業
後

(
8

ヶ
月
)
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
，
良
い
評
価
を

し
た
生
徒
が
多
か
っ
た

。

2
0
0
1
年

4
月

E
P，
l
 ""
'4
2 

I
 6
年
生

3
名

中
学

普
通

コ
ー

ス
ヘ

+
p
h
o
n
i
c
s
 

(
松
香

I
2
0
0
1
年

8
月

5
年
生

転
居
，
退
学
で

6
年

2
人
に
な
る

現
在

2
人
は
中

2
教
科
書
ク
ラ
ス

中
学

で
新

入
生

を
同

ク
ラ

ス
に

ま
と

め
る

E
P，

 1
 ""
'4
2 

I
た
め
断
念

E
P
 1

 ""
'4
3 

2
0
0
3
年

4
月

6
年
生

2
名

中
学

コ
ー

ス
へ

5
年
生

1
名
退
。

2
名
に
て

1
2
月
ま
で
。

2
0
0
3
年

4
月

6
年
生

3
名

中
学

コ
ー

ス
へ

E
P，
l

 
""
'4
3 

I
 5
年
2
名
で
続
け
る
。

12
月

一
般

塾
へ

転
出



N
 

CJ
l 

大
野

晴
美

大
野

晴
美

加
藤

准
子

加
藤

准
子

近
藤

ゅ
う

子

加
藤

准
子

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

小
学

5
年

生
5
名

小
学

6
年

生
2
名

計
7
名

成
人

女
性

4
名

小
学

5
年

生
5
名

小
学

6
年

生
4
名

2
ク
ラ
ス

社
会

人
7
名

5
0
"
'
7
0
代

短
大

l
年

や
り

直
し

英
語

ク
ラ

ス
学

生

短
大

1
年

や
り

直
し

英
語

ク
ラ

ス
学

生

2
0
0
3
年

4
月

~
6
0
分

X
2
/
w

計
36

回

2
0
0
3
年

1
0
月

~
7
5
分

X
1
/
w

計
1
7
回
(
現
在
)

6
0
分

X
1
/
w

毎
週

金
曜

1
5
:
3
0
"
'
1
7
:
0
0
 

必
修

科
目

4
技

能
別

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

週

2
回

2
0
0
0
年

4
月

~
2
0
0
1
年

1
月

必
修

科
目

4
技

能
別

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

週

3
回

2
0
0
1
年

4
月

~
2
0
0
2
年

1
月

向
上

E
P，
l

 "'
30
 

向
上

E
P，
l

 "'
27
 

生
徒

の
お

母
さ

ん
達

。
4
0
代

で
習

得
度

は

(
現
在
)

良
い
。
加
藤
さ
ん
と

一
週
お
き
で
。

団
地

集
会

所
E
P
 1
 "'
51
 

2
年
半
か
け
て
(
中

l
の

夏
)P
51

ま
で
や
っ

イ
ス

と
黒

板
ま
た
は
最
後

て
，

そ
の

後
は

生
徒

の
様

子
で
E
P
を

続
け

w
r
i
t
i
n
g
の

時
テ

ー
ブ

ル
を

ま
で

る
か

否
か

を
判

断
す

る
。

続
け

る
場

合
(

学

出
す

校
の

教
科

書
も

後
半

に
教

え
る

の
で

)
中

学

卒
業

時
に

最
終

ペ
ー

ジ
と

な
る

。

恵
比

寿
社

会
福

祉
保

険
セ

ン
E
P
1
 "
'
E
P
2
 

G
D

M
英

会
話

1
"
'
6

と
し

て
3
年

間
で

タ
ー

E
P
 1
，
2
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(
2
0
0
2
年

4
月
"
'
2
0
0
5
年

3
月
)

短
大

(
茨

木
市

宿
久

庄
)

E
P
1
 

御
殿

場
で
S
p
e
a
k
i
n
g

T
e
s
t
 に

つ
い

て
の

自
主

ゼ
ミ

で
，

ビ
デ

オ
を

見
て

い
た

だ
い

た

と
き

に
写

っ
て

い
た

の
が

こ
の

学
生

た
ち

で
す

。
こ

の
学

生
た

ち
は

2
0
0
1
年

度
も

継

続
し

て
E
P
2
を
教
え
ま
し
た
。

短
大

E
P
1
 

E
P
 1
の
指
導
に
加
え
て
，

R
e
a
d
i
n
g
指

導

を
後
期
か
ら
入
れ
ま
し
た
。

R
e
a
d
i
n
g
指

導

に
つ

い
て

は
，

詳
し

く
G

D
M

Bu
ll
et
in
54

の
「
読
め
た
ら
楽
し
い
」
参
照
。



p。 σ
コ

だ
れ

が

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

だ
れ
に

短
大

2
年

や
り

直
し

英
語

ク
ラ

ス
学

生

梅
花

学
園

生
涯

学
習

ク
ラ
ス
「
自
分
で
使
え
る

よ
う
に
な
る
英
語
」

10
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人

短
大

1
年

上
級

ク
ラ

ス
学

生

短
大

2
年
や
り
直
し

英
語

ク
ラ

ス
学

生

い
つ

必
修
科
目

Ex
pr
es
so
n 
W
o
r
k
s
h
o
p
 

(L
is
te
ni
ng

，
 Wr
it
in
g)
 

の
合

併
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

週
1
回

20
01

年
4
月
"'
20
02

年
1月

2
0
0
1
年
10

月
""
12

月
週

l
回

13
: 
00
-1
5 
:
 

0
0
 

必
修
科
目

Wr
it
in
g 

W
o
r
k
s
h
o
p

ト
II
(
前

期
+
後
期
)
で
週

1
回

20
02

年
4
月
"'
20
03

年
1月

必
修
科
目

Ex
pr
es
so
n 
Wo
rk
sh
op
 

(L
i
st
en
in
g 
Wr
it
in
g 

の
合

併
し

た
ワ

ー
ク

シ
ヨ
ッ
プ
)
週

l
回

20
02

年
4月

"'
20
03

年
1月

ど
ιー，ー，
ー

な
メ

モ

短
大

E
P
2
 

英
語
教
師
の
た
め
「
わ
か
る
，
で
き
る

J授
業

m
a
y
ま
で

か
ら
の
出
発
(
拙
書
)
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
学

生
が
多
い
学
年
で
し
た
。

梅
花

学
園

豊
中

校
舎

E
P
1
 

続
け

て
G
D
M
で

勉
強

し
た

い
と

い
う

参
(
中
学
，
高
校
，
幼
稚
園
が
あ
り

加
者

の
希

望
で

，
北

豊
中

バ
プ

テ
ス

ト
教

会
ま
す
)

の
部

屋
を

借
り

て
松

川
さ

ん
と

杉
本

さ
ん

が
継

続
ク

ラ
ス

を
し

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

。
E
P
 2
を

終
了

と
聞

き
ま

し
た

。
そ

の
と

き
の
生
徒
の
一
人
が
，
河
村
有
里
子
さ
ん
で
す
。

短
大

E
P
1
"
"
E
P
2
 

「
低
学
力
学
生
は
此
枝
に
や
ら
せ
れ
ば
良
い
。
」

di
st
an
ce
 

「
自

分
た

ち
の

よ
う

な
高

級
な

英
語

を
教

え
あ
た
り
ま
で

る
教

師
は

上
級

ク
ラ

ス
担

当
で

な
く

て
は

」
と

い
う

声
が

短
大

同
僚

か
ら

聞
こ

え
て

，
私

は
プ

ッ
ツ

ン
切

れ
ま

し
た

!
こ

の
年

は
G
D

M
が

低
級

な
英

語
を

教
え

て
い

る
の

で
は

な
い

こ
と

を
示

す
た

め
に

，
英

検
2
級

合
格

が
何

人
か

在
籍

し
て

い
た

上
ク

ラ
ス

で
E
P

1
を
さ
っ
と
や
り
，
文
の

s
t
r
u
c
t
u
r
e
を
確

実
に

し
て

文
法

知
識

を
根

付
か

せ
，

か
つ

wr
it
ig

の
f
l
u
e
n
c
y
を

高
め

る
指

導
を

し
ま

し
た
。
梅
花
短
大
研
究
紀
要
2
0
0
3
年
3
月
出

版
参
照
。

短
大

E
P
2
 

2
年

間
，

ま
じ

め
に

出
席

し
て

い
て

，
授

業
古

田
y
ま
で

中
は

言
え

て
る

の
に

授
業

最
後

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
で

書
く

と
な

る
と

駄
目

な
生

徒
が

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
，

2
年

最
後
1
月

の
授

業
で

突
然

，
輝

き
始

め
ま

し
た

。
そ

の
学

期

は
良

い
成

績
を

つ
け

ま
し

た
。

そ
の

学
生

が
「
先
生
の
授
業
，
初
め
て
あ
ん
な
点
取
っ
た
」

と
言

っ
て

き
た

時
の

嬉
し

そ
う

な
顔

が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。



p
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此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

梅
花

学
園
生
涯
学
習
ク

ラ
ス
「
自
分
で
使
え
る

よ
う
に
な
る
英
語
」

1
3
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人

向
上

梅
花

学
園

生
涯

学
習

ク

ラ
ス

r
G
D
M
で

お
茶

し
ま

せ

ん
か

J
1
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人
約

1
3
名

短
大

l
年

や
り

直
し

英
語

ク
ラ

ス
学

生

梅
花

学
園

生
涯

学
習

ク

ラ
ス

「
自
分
で
使
え
る
よ
う

に
な
る
英
語
」

13
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人

2
0
0
2
年
4
月
"-
'7

月

週
l
回

13
:0
0"
-'
14
:3
0 

2
0
0
2
年

1
0
月

~
2
0
0
3
年

1
月

週
l
回
13
:0
0"
-'
14
:3
0

2
0
0
3
年

2
月

必
修
科
目

4
技

能
別

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
フ

週
3
回

2
0
0
3
年
4
月

~
2
0
0
4
年

1
月

2
0
0
3
年
4
月
"-
'7

月

週
1
回

13
:0
0"
-'
14
:3
0 

梅
花

学
園

茨
木

校
舎

E
P
1
 

1
0
月
か
ら
続
き
を
教
え
，

E
P
1
を

l
年

で

(
短
大
，
女

子
大
が
あ
り
ま
す
)

w
h
i
c
h
ま
で

終
え
ま
し
た
。

向
上

E
P
1
 

1
0
月
か
ら
続
き
を
教
え
，

E
P
1

を
1
年

で

終
り
ま
で

終
え
ま
し
た
。

梅
花

学
園

茨
木

校
舎

E
P
1
復
習

学
ん

だ
英

語
を

使
っ

て
，

ケ
ー

キ
作

り
，

お

(
短
大
，
女

子
大
が
あ
り
ま
す
)

茶
を

し
な

が
ら

参
加

者
に

な
る

べ
く

多
く

の
英
語
を
言
っ
て
も
ら
う
。

短
大

E
P
1
 "-'
 

E
P
 1
の
指
導
に
加
え
て
，

R
e
a
d
i
n
g
指

導

E
P
2
 

を
後
期
か
ら
入
れ
ま
し
た
。

R
e
a
d
i
n
g
指

導

つ
ま
み
食
い
で

で
g
r
a
d
e
d

re
ad
er
s
の
st
ar
te
r，

s
e
e
m
ま
で

b
e
g
i
n
n
e
r
に
つ
な
げ
た
か
っ
た
た
め
，

E
P

2
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
，
と
，

Ba
si
c
En
gl
is
h 

で
な
い
“
w
a
n
t
to
"
“l
ik
e 
to
"
“c
an
"
な
ど

も
や
り
ま
し
た
。
学
力
は

一
番

下
の

ク
ラ

ス

で
し

た
が

，
出

席
も

意
欲

も
上

々
で

，
学

生

は
皆
，
学
力
を
伸
ば
し
ま
し
た

。

梅
花

学
園

茨
木

校
舎

E
P
1
 

1
0
月
か
ら
続
き
を
教
え
，

E
P
1
を

1
年

で

(
短
大
，
女
子
大
が
あ
り
ま
す
)

w
h
i
c
h
ま
で

終
え
ま
し
た
。
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α
コ

だ
れ

が

此
枝

洋
子

此
枝

洋
子

&
 

短
大

英
語

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
学

科

の
他
教

員

此
枝

洋
子

石
井

恵
子

だ
れ
に

梅
花

学
園

生
涯

学
習

ク

ラ
ス
「
自
分
で
使
え
る

よ
う
に
な
る
英
語
」

13
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人

梅
花

学
園

生
涯

学
習

ク

ラ
ス

l
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人

梅
花

学
園

生
涯

学
習

ク

ラ
ス

r
G
D
M
で

お
茶

し
ま
せ
ん
か

J
1
回

シ
リ

ー
ズ

社
会

人

60.
...
...
.70

代

10.
...
...
.15

人

(
途
中
入
退
会
者
あ

り
)

しミ
つ

2
0
0
3
年
10

月
~

2
0
0
4
年

1
月

週
l
回

13
:0
0.
..
..
..
.1
4:
30
 

2
0
0
3
年
8
月

10
:3
0.
..
..
..
.1
6:
 1
0 

2
0
0
4
年

2
月

予
定

1
9
9
8
年

5
月

開
講

~
90

分
X

1
/
w

(8
月
の
夏
休
み
以
外
)

ど
Lヤ

な
メ

モ

梅
花

学
園

茨
木

校
舎

E
P
1
 

10
月

か
ら

続
き

を
終

え
;
E
P
1

を
1
年

(
短
大
，
女
子
大
が
あ
り
ま
す
)

終
わ
り
ま
で

で
終
え
ま
し
た
。

梅
花

学
園

茨
木

校
舎

(英
語

指
導

者
の

た
め

の
一

日
英
語
教
育
セ

(
短
大
，
女
子
大
が
あ
り
ま
す
)

ミ
ナ
ー

)
r英

語
教

育
を

考
え

る
ー

よ
り

良

い
授

業
を

す
る

た
め

に
J
午

前
中

に
他

教
員

が
発
音
指
導
，
午
後
は
此
枝
が

G
D
M
に
つ

い
て
(
外
国
語
体
験
+
G
D
M
の
簡
単
な
解
説
)

参
加

者
は

非
常

に
積

極
的

。
2
0
0
4
年

度
は

さ
ら

に
深

く
学

び
た

い
と

の
希

望
に

応
え

る
た
め
，

2
0
0
4
年

度
は

G
D

M
，
2
0
0
5
年

度
は
発
音
に
関
す
る
内
容
に
す
る
予
定
。

梅
花

学
園

茨
木

校
舎

E
P
1
復
習

E
P
1
の
内
容
の
復
習
。

学
ん

だ
英

語
を

使

(
短
大
，
女
子
大
が
あ
り
ま
す
)

っ
て
，
ケ
ー
キ
を
作
り
，
お
茶
を
し
な
が
ら
，

参
加

者
に

な
る

べ
く

多
く

の
英

語
を

言
つ

て
も
ら
う
。

以
上
の
他
に
，
高
校
で
2
年

生
に

G
D

M
の

紹
介
ク
ラ
ス
(
出
前
講
座
，
公
民
館
で

G
D

M
の
紹
介
ク
ラ
ス
(
出
前
講
座
，
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ

(2
00
2
，
2
0
0
3
年
度
)
で
の

G
D
M

紹
介

ク
ラ

ス
「

子
供

に
英

語
を

教
え

ま
せ

ん

か，
2
0
0
3
年

度
オ

ー
プ

ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
，

G
D
M
の
紹
介
ク
ラ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

名
古

屋
市

西
生

涯
学

習
セ

ン
E
P
1
 ........ 

ク
ラ

ス
名

称
「

英
会

話
友

の
会

J
市

民
公

開

タ
ー

E
P
2
 

講
座
(
授
業
数

10
回
)
の
受
講
生
に
よ
る
自

椅
子

を
U

字
型

に
並

べ
る

形
主

講
座

。
か

な
り

ゆ
っ

く
り

ペ
ー

ス
。

学
習

式
。
和

室
し

か
取

れ
な

い
時

者
間

の
レ

ベ
ル

差
と

英
語

定
着

率
の

低
さ

は
ボ

デ
ィ

ー
ワ

ー
ク

的
授

業
に

も
か

か
わ

ら
ず

，
楽

し
ん

で
し

ま
う

人
生

の
達

人
た

ち
ク

ラ
ス

。
2
0
0
3
年

1
0
月

~
2
0
0
4
年
3
月
は
粛
藤
直

美
さ
ん
代
講

。



N
 

<.
D 

石
井

恵
子

松
浦

克
己

松
浦

克
己

岩
田

黒
沢

文
子

黒
沢

文
子

20
""
'7
0
代

定
員

1
9
人

実
際

は
15

人
程
度

小
牧
市
立
小
牧
西
中
学
校

l年
2
ク
ラ
ス
中

2
ク
ラ
ス

小
牧
市
立
小
牧
西
中
学
校

l
年
2
ク

ラ
ス

を
そ

れ
ぞ

れ
l
ク

ラ
ス

ず
つ

分
担 1
6
歳

以
上

の
社

会
人

主
に

3
0
代

初
級

ク
ラ

ス

1
6
歳

以
上

の
社

会
人

主
に

3
0
代

中
級

ク
ラ

ス

2
0
0
4
年
4
月

~
9
0
分

X
4
/
m

2
0
0
2
年
4
月

~
2
0
0
3
年
3
月

2
0
0
3
年
4
月

~
2
0
0
4
年
3
月

火
曜
・
木
曜
(
週
2
回
)

10
: 
00
""
' 
12
: 
0
0
 

19
:3
0"
"'
21
:3
0 

水
曜
・
金
曜
(
週
2
回
)

10
:0
0"
"'
12
:0
0 

19
:3
0"
"'
21
:3
0 

名
古

屋
栄

中
日

E
P
1
"
"
'
 

ク
ラ
ス
名
称
「
か
ら
だ
で
学
ぶ
ベ
ー
シ
ッ
ク
英

文
化

セ
ン

タ
ー

E
P
2
 

語
」

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

で
テ

キ
ス

ト
に

出
て

く
真

ん
中

に
大

テ
ー

ブ
ル

が
備

る
話

題
を

よ
り

深
め

た
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
教

材
え

ら
れ

た
細

長
く

動
き

回
り

や
オ
ー
デ
ィ
オ
教
材
に
よ
る
道
草
に
，
教
師
の

に
く

い
教

室
方
は
か
な
り
の
精
力
を
費
や
し
な
が
ら
，
ゆ
っ

く
り
進
行
。
教
室
で
は
，
円
卓
の
騎
士
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
態
勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
，
悪
戦
苦
闘

す
る
事
が
多
い
が
，
た
ま
に
そ
の
悪
条
件
が
G

D
M
で
の
導
入
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
。

一
般

教
室

E
P
1
"
"
'
 

年
間

10
0
時
間
余
り
の
時
間
数
の
中
，

4
0
時
間

E
 P
 1.
 
51
 

程
度
を

E
P
の

グ
レ

イ
ド

に
従

っ
た

内
容

を
扱
っ
た
。
教
科
書
の
新
出
事
項
の
導
入
に
つ
い

て
は
，
時
間
の
許
す
限
り

G
D

M
の
原
則
に
貝
j

E
P
1
"
"
'
 

っ
て
導
入
。
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
英
語
で
表

す
こ
と
を
楽
し
く
思
う
生
徒
が
多
く
な
る
。
授

業
で
は
男
子
の
生
徒
が
，
積
極
的
に
参
加
す
る
。

テ
ス
ト
の
点
は
男
子
の
ほ
う
が
悪
い
。
リ
ス
ニ

ン
グ
の
力
が
つ
く
。

東
京

都
J
R
新

宿
駅

南
口

か
ら

E
P
1
 

1
)
カ
タ
カ
ナ
で
は
同
じ
表
記
の
英
語
音
の
差

徒
歩

1
0
分，

J
R
代

々
木

駅
か

異
が

明
瞭

に
区

別
し

て
発

音
で

き
る

よ
う

に
ら
7
分

す
る
。

2)
意
味
単
位
で
発
音
す
る
習
慣
を
身
に

小
田
急
線
南
新
宿
駅
か
ら

3
分

つ
け
さ
せ
る
。

3)
自
分
の
関
心
や
生
活
が
表
現

で
き
る

よ
う
に
す
る

。 4
)世

界
に
関
心
を
持
た

せ
る
。

5)
生
徒
の
参
加
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
，
個
人
だ
け
で
学
習
す
る
場
合
と
，
学
習

が
全
く
違
う
も
の
に
な
る
こ
と
を
実
惑
さ
せ
る
。

東
京

都
J
R
新

宿
駅

南
口

か
ら

E
P
2
 

E
 P
 1
の
ク
ラ
ス
の
指
導
内
容
に
加
え
て
，
世

徒
歩

1
0
分，

J
R
代

々
木

駅
か

界
の

変
化

と
自

分
生

活
の

関
連

性
を

発
見

す
ら
7
分

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
1
)
英
字
新
聞
，
イ

小
田
急
線
南
新
宿
駅
か
ら

3
分

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
。
毎
回
何
ら
か
の
形
で

利
用
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
生
徒
に
も
毎
週

2
回
は
読
む
よ
う
に
も
勧
め
て
い
る
。

2)
環
境
，

紛
争
，
経
済
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
話
題
に
取

り
上
げ
，
日
本
と
の
関
係
を
自
覚
さ
せ
る
。

3)
ヤ
フ
ー
の
E
-
G
r
o
u
p
を

使
っ

て
宿

題
や

情
報

交
換

は
英

語
を

使
っ

て
グ

ル
ー

プ
内

で
公

開
し
て
い
る
。



ふ
2

o
 

だ
れ
が

山
田

和
歌

子

粛
藤

直
美

斎
藤

直
美

麻
田

暁
枝

杉
麻
本
田
昌
暁
子
枝と

杉
本

昌
子

だ
れ
に

高中
校学

3l
年年
2l
人人

計
3
人

小
学
生
6
人

羽{小
比ヨ学i
口h
、生

l
年
.-..
..-5

年

社360
0会
代~
人6の
01男
代0
性人の

l主人
婦
9
人

社
会
人

40
.-
..
..
-5
0
代
の
主
婦
3
人

社5
0会
代人
~
7
0
4代
人

い
つ

29初
00め
0分
3の×
年
211
年
1
/間月
wは
~6

0分

2
0
0
1
年
4
月

~

毎
週
水
曜

16
:3
0.
-.
..
.-
17
:3
0 

年
間
春
，
秋

2
0
回

X
2
=
4
0
回

2
0正週
0
4月
年曜
1午
月/
前~
w4中

月

毎 9
0
分

X
1

 
計

12
回

20
t週
0
4木
年曜
1午月
/
前~
w4中

月

毎 9
0
分

X
1

 
計

15
回

2
0
0
2
年
5
月

~
2
0
0
4
年
2
月

1
2
0
分

X
8
0
回

ど
こ

な
に

メ
モ

デて自
まオ宅
まるん
がのく
な見教
イから
室スに
れでを
空る，
並間。
机べ
をは
るあ
ど。
けけビ
，
 

E
P
 1

 "
'
E
P
2
 

ゆた，
所っり
時入と
まく間
れでこ
りがや
ろたゆ
か。っ
っり途
か，て
くテ中
っみり
スたH
よと
aトけやmうで
れっと
yおどて
しR休
，田て，
EみE
dいPFに
2glるがなな
を。

終でっど
わ

つ
を

取
た

り
き

る

個机椅
人子は

(
wを生
d半徒
也円
の1
9内に
の並
の持
一べ
の人
てみ
)使
いの
家る
う。

o。
E
P
1
 

個
人

の
れ家

な
の

で
ス

ペ
ー

ス
が
限
ら

て
い

る
の

と
設

定
(s
it
ua
ti
on
)
が

限
ら

れ
て

し
ま
う
。

E
P
1
 

現在
あ
t
h
e
m
 

の
た

り

茨
木
市
ズ
立
け
W男て

A女い
M共
すの
生を
会セ
ま議
るン
室タ
く。

2後9ん了い
0月ででうし
0か
3ていこ
年自ら現
ると主7
1。で月在ク
2ク
意~2月ラ
ラシ欲8ス
まス月リ
的とで名
のー。し
1元f計ズ
2おて気
回59目
も回月が1
。しシよ
の自あろ
市主りリ
り英スー
民楽ク語
タズ講ラ
し教ー座
スをく室
ト学終のと
j

 
• 

机並一
口
は
一ど

E
P
 1.
 3
5.-
...
.-

べ
る
。

セ机並
大阪べ
はン市
タるど
。
立け
弁の
て会
天い
町議
す市
室を
。
民ま
学る
習
く

E
P
 1.5
8.-
...
.-

2 在在ス欠
0(名3席
02シ
3月せ「お年
リ
1ず4
2もー熱月
日しズ
)心か
でろ目
.らp英
。楽6
p1語4
5し5か
あ教回
んた劃らの
でスり
lいシ
。タ少
るーリ
様人ー
ト子数
ズし。
だでて
クが
現現ラ

机
弁
天
を
町
の
市
け
民
円
学
周
習
に
セ
椅
ン
子
タ
を
ー並

E
P
 1

 "
'
E
P
2
 

べ
る
。



ふコ ト
4

中
山

滋
樹

吉
沢

郁
生

高2(2
0校0
人
01
グ3年
年ル
生度
ー)
プ

た甲1
8南は
1
名4中
6(学
l名ク
校×
ラ1
4年
スク
生4ラ
5ス
名
)
 

引
き
続
き

2
年
生
に

週
に

1
回

Or
al
 

c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 1

 
の
授
業
で

2
0
0
2
年
4
月

~
2
0
0
3
年
3
月

5
0
分

X
3
/
w

2
0
0
3
年
4
月

~
2
0
0
4
年
3
月

5
0
分

X
3
/
w

2
年

間
で

1
5
0
回
く
ら

しミ

東校教
京

都
立

久
留

米
西

高
等

学
E
P
1
か
ら

選
ん
で

室
の

後
ろ

だ半
分

で
机

は
取

り
払
い
イ
ス

け
を

半
円

に
並
べ
る

4び余甲っ
5南て
分っな
中一なし
い学段
りスし
校高と
4ベ
6の並く
ーの普
占なス
机九通
っが教
と教て
少椅壇
室い
がな
子る
があく。

E
P
1
 

一
冊
全
部

動
き

に
く

い
。

ド
ア

や
窓

に

p生レ
ic徒ビ
tu
ががr
e出な
をて
い貼
のく
るで
ると
。見
教ビ
え
な
い

レ
カ

な
オ
を

ア覚室
γ

 テ
み

せ
ら

れ
な

い
で(

視
聴

教
室

に
移
動
し
な
い
と
い
け
な
い
)
。

強
そ
の
も
の
は
き
ら
い
。



ふ
3

N
 

だ
れ

が

片
桐

ユ
ズ

ル

片
桐

ユ
ズ

ル

片
桐

ユ
ズ

ル

だ
れ

に

京
都

精
華

大
学

人
文

学
部
1年

生
4
0
~
5
0
人

京
都

精
華

大
学

公
開

講
座

社
会

人
&

学
生

定
員
2
0
人

実
際
16

人

京
都

精
華

大
学

公
開

講
座

で
の

E
P
1

，4
~
5
9
終
了
者

4
人

しヨ
つ

2
0
0
1
年
4
月
~
7
月

9
0
分

X
2
/
w

計
2
5
回

2
0
0
3
年

5
月
~
7
月

1
8
:
3
0
~
2
0
:
0
0
 

9
0
分

X
1
/
w

計
10

回

9
0
分
X
1
/
w

計
10

回
1
9
:
0
0
~
2
0
:
3
0
 

10
回

シ
リ

ー
ズ

年
3
回

ど
、ョ，ー

，
 

な
メ

モ

京
都

精
華

大
学

E
P

1.
4
~
 

英
語

は
必

修
科

目
で

は
あ

っ
た

が
前

年
度

固
定

席
で

な
い

1
0
0
人

収
容

E
P
1. 
59
 

ま
で

は
履

修
要

綱
を

読
ん

で
，

そ
の

内
容

に
の

大
部

屋
よ

り
，

い
ろ

い
ろ

な
英

語
ク

ラ
ス

か
ら

選
択

机
は

ど
け

て
，

円
周

に
イ

ス
し

て
た

が
，

こ
の

年
度

か
ら

J
A
C
E
T
テ
ス

を
並
べ
る
。

ト
に

よ
る

レ
ベ

ル
に

よ
り

ク
ラ

ス
が

天
く

ビ
デ

オ
と

教
材

提
示

が
ス

ク
だ

り
的

に
指

定
さ

れ
た

。
た

ぶ
ん

そ
の

せ
い

リ
ー
ン
で
見
れ
る
。

で
，
学
生
が
あ
ま
り

h
a
p
p
y
で
、
な
く
，
人
数

的
に
は
同
じ
で
も
，
そ
れ
ま
で
に
く
ら
べ
て
，

や
り
に
く
か
っ
た
。

京
都

精
華

大
学

E
P

1.
4
~
 

か
な

り
早

い
ペ

ー
ス

。
初

回
と

最
終

回
に

前
向

き
の

机
は

ど
け

て
，

教
E
P
1. 
59
 

E
T
V
，

 L
e
s
s
o
n
1
3
を

見
せ

て
達

成
度

の
目

え
る
。

安
に

し
て

も
ら

う
。

学
生

は
英

語
は

で
き

る

内
容

に
応

じ
て

，
席

の
配

置
が

，
さ

ぼ
る

。
ど

う
い

う
わ

け
か

シ
リ

ー
ズ

は
変
え
る
。

の
ま
ん
な
か
へ
ん
，

gi
ve

，
 ~
'
s
 
ha
t
，o
f
の

ビ
デ

オ
と

教
材

提
示

が
ス

ク
あ
た
り
で
，
出
席
が
半
減
す
る
。

10
回

お
わ

リ
ー
ン
で
見
れ
る

。
っ

た
と

こ
ろ

で
自

己
評

価
は

す
ご

く
自

信
が

つ
い

て
い

る
。

し
か

し
英

語
そ

れ
自

体
は

か
な
り
，
い
い
か
げ
ん
。

ユ
ズ

ル
の
te
ac
hi
ng

r
o
o
m
 

E
P
1
後

半
た

い
て

い
誰

か
が

何
か

食
べ

る
物

を
も

っ

ワ
ン

ル
ー

ム
マ

ン
シ

ョ
ン

~
E
P
2
 

て
き

て
，

彼
女

ら
が

い
い

か
げ

ん
な

英
語

で

キ
ッ

チ
ン

や
ic
eb
ox

が
あ
り

雑
談

し
あ

い
勉

強
」

の
方

へ
注

意
を

向
け
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総合学習としての実践批評

I.A.リチャーズからアメリア・アレナスヘ

片桐ユズル

二つの大戦のあいだの英語文学世界にお

いてモダニスト文学を切り開いた批評家と

して1.A.リチャーズは T.S.エリオットと

ならび称された。 w意味の意味~ (C. K.オグ

デンと共著， 1923)，W文芸批評の原理』

(1924)， W詩と科学~ (1926) につづいて

『実践批評~ (Practical Criticism， 1929) 

という本がある。この本は20世紀の文芸批

評の古典として広く読まれ， ここでリチャ

ーズの世間的評価は絶頂に達した。

彼は詩人の名前を伏せたままケンブリッ

ジ大学の学生に詩のプリントをくばり，感

想、を書かせた。その結果わかったことは学生

たちがずいぶんいいかげんにしか詩を読み

とっていないことだった。いままでの「読み

方Jの教育は役に立っていない。もっと別の

教え方をしなくてはならない，ということ

で彼は文学よりも言語の教育へ足を踏み入

れ，人気を失った。

一方，文学教育においてはリチャーズの影

響のもとに，テキストを精読する「新批評」

がひろがることになった。また匿名の作品

を比較対照するという方法による練習の本，

たとえば Denys Thompson， Reading 

and Discrimination (1934) とか， Louis 

Zukofsl王y，A Test of Poetry (1952) な

どがあらわれた。わたしは大学生のときデニ

ス・トムソンの本を手に入れて練習問題をや

ってみた。意気込みにもかかわらず，つぎか

らつぎ、へと悪い文例を良いと評価するまち

がいばかり，自信を失い遠ざかった。ケンブ

リッジやハーバードの学生もできなかった

ことだから，英語が外国語である早稲田の

学生にできなくても当然だと居直ることも

せずに，敗北感をもちつづけた。

最近，美術館でギャラリー・トークという

ことが増えてきた。当然のことながら解説を

読みに美術館へ行くのではなくて，アート

をアートとして楽しみたいものである。作者

や時代についての知識の多さを競争させる

のではなく， I正しい」見方を教えるのでも

ないとしたら，先生には何ができるのだろ

うか?‘

子どもの本来の能力を妨げなければ自然に

いいことが起こるという考えにもとづいて，

創造することの教育はすでにいろいろある

が，鑑賞についてはじめてわたしはアメリ

ア・アレナス (AmeliaArenas)の本と出会

った Wみる ・かんがえる・はなす』木下哲

夫訳，淡交社， 2001年。

子どもが学ぶべき事柄を大人が教えてや

るのではなくで 美術作品の前で子どもた

ちが放っておかれたときに，自然に学ぶこ

とを中心とした教育モデルが作れればよい。

子どもたちが本来の姿になる手伝いを大人

はしてやればよい。

アメリア・アレナスの方法論はニューヨー

クの Museum of Modern Artの学芸員と

して子どもたちのグルーフにギャラリー・ト

ークをするところからはじまった。それはグ

ループであったから ひとつの作品に対し

ていろいろ異なった反応がある。それらを彼

女はすべて受け入れ，比較しあいながら，

多様な経験の有機的な統一，すなわちリチ

ャーズが『文芸批評の原理』で描いた理想

的な芸術経験にまで高めていく。リチャーズ

の実践批評は「孤独」な読書の作業であり，

読者間相互の交流にまではいたらなかった。

リチャーズの名講義は有名であったが， 1 

対多のコミュニケーションであった。

リチャーズはハーバード大学総長ジェーム
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ズ・コナントにさそわれて，カリキュラム

改革にものすごいエネルギーをかたむけ，

その委員会の報告書 GeneralEducation in 

a Free Society (1945) が強調した「一般

教養」の理想は終戦後の日本の教育制度改革

に直接的に影響をあたえた。その理想はいま

では無残な結果となっているが，その理由

のひとつは教育における人口問題を解決で

きなかったからだと わたしはおもう。すで

にリチャーズは大いなる抱負をもって一般

教養科目で文学を講義しながら，多数のレ

ポートを読まねばならない重労働に悲鳴を

あげ，それらの内容にもむなしさを感じて

いた。

アレナスの場合はひとつの作品をまえにし

て，コミュニケーションは講師と聴衆とい

う1対多ではなくて 先生の役目は子ども

どうしのあいだに相互コミュニケーション

の網目ができることを促進する。彼女は閉じ

られた yes-noquestionsではなくて，答え

の聞かれた wh-questionsで話しかける。

「これは何でしょう? いったい何がおこっ

ているのでしょう?J

おとなはそうはいかないが，子ともはすぐ

に思ったことを口にする。そうした思いつき

や，もしかしたらひとりよがりな考えも，

絵のなかの

「何を見てそう思ったの?J

とたずねられると，絵をもういちど見直し，

自分の反応の過程を「言語化」して，他人に

わかるように話さなくてはならない。そして

こういったやりとりはグループのなかで行

われるので，おたがいの話をきくために自

然の「行儀作法」ができてくる。

アレナスによれば 同年齢の子どもの認識

力は，学業の成績とは関係なく，ほぼ同じ

水準にあるから 美術の授業ではクラスの

全員が同じように自分の認識力をはたらか

すことができる。教師は子どもの能力を，作

文とか算数で見るよりも 正確に知ること

ができる。映像の解釈においては，ふだんは

授業に無関心な生徒が手をあげて，だれも

気づかなかったような見方を示すことがあ

れば，クラスにおける格付けが一挙に変わ

り，彼も自尊心をもつようになり それは

いわゆる成績をあげることにもなる。

このような美術教育を15年間つづけてあき

らかになったことはアレナスによれば

時がたつほど子どもたちは観察力を深め，

観察結果をより有効な方法で整理し，表現

できるようになり 同じ状況を説明するの

にもいく通りもの妥当な解釈が考えられる

ようになった。こうして言葉をあやつること

が上手になったおかげで 子ともたちの大

半は読み書きが以前よりうまくなった。つぎ

つぎと新しいことを考え 推測の正しさを

試す作業をくり返すうちに，問題を解決す

る能力も高まり，理科と算数ができるよう

になった。また自分自身の限られた範囲をは

るかに越えて，さまざまな人間の姿に触れ

ることにより，歴史や社会を学ぶ下地も確

かなものになった(Ii'みる・かんがえる・はな

す~ p. 156)。

このような総合学習的効果がわたしに思

い出させるものはリチャーズの LFL

(Language for Learning)の考えを使った

Delmar Projectだ。小学 1年生に文字を教

えるのに，たとえば FirstSteps in 

Readingにあるような段階づけられた文と

絵を使った。その同じ生徒たちの中学校 1-

3年における成績を追跡した結果わかった

ことは，成績優秀者の27%はLFLで習って

おり，コントロール・グループからは10%で

あった(I.A.Richards，Seman tically 
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SeQuenced Way of Teaching English， 

山口書店， 1993， pp. 359-361) • 

ギャラリー・トークを成功にみちびくため

には，まず作品をえらぶことがたいせつだ

とアレナスはいっている，つまり grading

である。

…子どもたちは物語をっくりだすことに，

たいへん興味を示します。たとえば抽象絵画

を見せても，何かお話をっくりだします。で

すから，最初は子どもたちが喋りだしやす

いように，物語性のある作品を準備します。

それからだんだんと不明瞭で，情報量の多

いものを見せていきます(上野行一監修

『まなざしの共有』淡交社， 2001年，

p.65)。

アレナスのギャラリー・トークの動機のひ

とつにモダン・アートをわかってほしいとい

う願いがあった。たとえば彼女のビデオに

『なぜ¥ これがアートなの?~ (淡交社)とい

うのがある。彼女は古今東西のアートをアー

トたらしめているものは何か， 300万年以前

のアウストラピテクスにまでさかのぼって

論じた。リチャーズも難解といわれる現代詩

が読者にとってもっと容易なものになって

ほしい動機から 文芸批評の原理を考える

ことになった。その議論に刺激されて，芸

術上の新しい試みを受け入れにくくしてい

るステロ版的な反応をとりあげる批評家た

ちがあらわれ，そういう反応を生み出す社

会や文化に対して批判的態度をやしないた

いと， F.R.Leavis and Denys Thompson， 

Cu1ture and Environment (1933) など

があらわれた。自分たちの詩をうけいれやす

い態度を読者にっくりだそうとして詩人の

側から，エズラ・バウンド(1885-1972)は

How to Read (1931)， ABC of Reading 

(1934) をあらわした。ここには古今の良い

詩の見本だけが集められている。その影響の

もとに作られたズーコフスキーの A Test 

of Poetryは同じテーマについて書かれた異

なった詩を並べているが評価はしていない。

リチャーズにも似たような題名の本，

How to Read a Page (1942) があるが，

『実践批評』のみならず自分の書いたものは

すべて，“wemust find out how to let 

literature， etc.， affect us fundamentally." 

と批評家のジョージ・スタイナーへの手紙に

書いている (21March 1967)。リチャーズ

はすごく具体的に基本にもどり ，How to 

Read a Pageでは約100のキイワードをと

りあげ，First Steps in Readingではアル

ファベット 26文字の導入を段階づけた。

そういえばトルストイも小学生のための読

本を作ったのでしたね。

片桐ユズル『ふたつの世界に生き

る一般意味論』を読んで

黒沢文子

この本は，体験とことば，の地図。

ユズルさんは会うたびに「地図は現地で

はない」と言う。「一般意味論って何?J と

質問した記憶はない。彼にとって，もっと

も重要そうな，この決め手について質問し

たら， 16歳のときに読んだ思潮社の『片桐

ユズル詩集』を開けたときの，バチッとこ

とばの後ろから，何かが一直線に向かつて

くるような体験が再度襲うような気がして

恐ろしくて聞けなかった。その結果わかっ

ているような振りをし ことばは実体験そ

のものではないと手前勝手な解釈をしてき

たから，それぞれの世界を切り離して過ご

してきてしまった。ということは，私は

Fhυ 

円
ぺ

U



「意のままに概念的認識と直接経験のあいだ

を行ったりきたりする訓練J (p.5) をして

こなかったことになる。この本を読んで，

自分のしてきた事を振り返ると，残念だ。

だけど残念な分だけうれしいことがこれか

ら起こりそうな気がする。

約22年前，升川潔さんは府中市四谷の自

宅から中河原駅に車で向かう途中，運転し

ながら r1976年の升川潔と 1978年の升川潔

は違うんだよJと何回も言った。「去年のぼ

くと今年のぼくは違うんだ」と言うたびに，

うれしくてたまらないように声に出して笑

った。ごりごりのシッタカブリストだった

私は「なるほど 確かに1976年の黒沢文子

と1978年の黒沢文子はチガイますJとサブ

シティチューションドリルをおこなった。

升川さんは「そうなんだよ さすがだねえ」

とほめてくださった。私はうれしくなって

笑った。升川さんも声をたてて笑って「良

いよねえ」とくり返し言った。あの時違う

現地にいたのだろうか?

ユズルさんは，

一般意味論の提唱者アルフレッド ・コ

ージブスキー (AlfredKorzybski， 

1879-1950) は 第一次大戦の悲惨な

経験をしながら人類がそれでも第二次

大戦へと進む事態にひどく心を痛め，

人間とは何かについて深く思いをいた

したところ，記号 (Time-binding) と，

記号を使いながら記号について意識で

きる(地図についての地図)能力こそ

人間独自のものであることがわかった。

この人間独自の能力を生かすことで，

ヒトラーのような非生存的記号行動に

おちいらずに，人類は進化の方向をま

ちがえずにいけるはずだと彼は考え，

大著『科学と正気~ (Science and 

Sanity， 1933) にまとめ， この道を一

般意味論と名づけた。 (p.5)

人間をanorganism as a wholeとして

とらえ，そこでおこることを，抽象度

の低い，はじめの方のデータから，抽

象の高次な判断にいたるまで，そのプ

ロセスをできるだけ多くの段階におい

て気づいていましょう， というのが一

般意味論だ。 (p.47) 

と書いている。だから

いちばんはじめのデータがまちがって

いたら，その上にいくら精密な論理を

うちたてても適切な判断は出てくるは

ずがない。 言語以前の感覚のレベルで

きちんとする練習が必要だ、。 (P.47) 

と考えたらしい。

そして，データの取り入れ方の修正する

方法をさがして アレクサンダー・テク

ニ-クに辿りついた。データの取り入れ方

が悪ければ，私たちは「金とか権力をもつ

ひとたちは，メディア・商品・制度，あの

手， この手で，わたしたちを条件づけプロ

グラミングしようとしているJ(p.52)から，

「せっかちに『目的達成』意識にとらわれな

いで，プロセスとか手段のひとつひとつを

たいせつにして まずい副産物をださない

ようにする。 J (p.59) ことはできなくなっ

てしまうからだ。アレクサンダー・テクニ

ークでは「シゲキ一反応のパターン的なが

れを断ち切る。そして首をらくにして，体

勢をたてなおし 行動にはいっていく。行

動しながらも(中略)フロセスの各部分に

注意を向けるJ (p.60) ことを， r体にわか

らせることJ (p.59) を先生が手伝って体感

させてくれる。その結果 からだのすべて

が変わってしまうのだ。データの取り入れ

口が変わっていく。
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私は六年前には「す」も「ま」も「あ」

も「お」も，いくら目をこらしても，全部

が黒いかたまりに見え 区別がつかなくな

って国語学はあきらめた。四年前は一日中，

目を開けていることができなくなっていた。

夕方になると視野が暗くなって，耳鳴りは

首を左に傾けていなければ絶えずおこった。

そのころボストンへバーバラ・ルートリン

ガーさんに会いに行った報告をするために

京都へ行き，ユズルさんからアレクサンダ

ー・テクニークを勧められた。 一般意味論

もハクスリーも関係なく 耳鳴りと視野狭

窄，そして目が見えなくなることへの恐怖

心からチャールズさんのレッスンに週一度

通い始めた。きのう四月一日が帰国するチ

ャールズさんの最後のレッスンになった。

この四年間，身体におこった変化は，肩こ

りからの開放に始まり，肩幅，胸幅の広が

ったこと，足の裏の存在の発見，かかとを

床につけたままでしゃがめるようになった

こと，足の小指の爪の復活など書ききれな

いが，きのうはついに肺に空気がときどき

入って来た。そう 言われれば，チャールズ

さんに「息をすることを忘れない」とたび

たび言われた。息をつめていたのだったが，

それにも気がつかなかった。そのうち息が

できるようになるかも知れないと思った。

ことばからからだまでの途中に，たくさ

ん面白いことが起こっていて，それも書い

である。ひっくり返すたびにマーカーで塗

られている箇所が増えていく。ちょっとし

た紹介。第三章「ノンセンスの効用」に書

いである「名前はモノそれ自体ではなく，

約束に過ぎないのだから 人聞がつけかえ

ることができるJも BasicEnglishにかか

わっている人なら うなづくだろう。第四

章「ギンズバーグと一般意味論」でギンズ

パークが片桐ユズルの研究室にある，自分

の本に「かたっばしから署名した」ことを

知って笑った。「出会いJの記号=署名。ギ

ンズパークが1988年11月に京都精華大学で

「詩は精神意識を探索する方法であり， 一種

の精神拡大の研究でしたJと語ったことも

紹介されている。知らなかったことばが使

えるようになっていくことは精神意識を探

索していることと直結していることを実感

している GDM関係者にとって，入口がま

た見つかったという感じ。なつかしいウィ

リアム・カーロス・ウィリアムやエズラ・

バウンド，そしてゲーリー・スナイダーも

登場する。読み直してみた くなる。第五章

「ハクスリーの未完の小説と一般意味論」に

は「ひとりひとりの潜在力を最高度に実現

させることを目的として社会を描いたユー

トピアン・ファンタジー『島JJJ (p.29) を

書いたハクスリーは 全体からユートピア

を出発させていないので 第一章「ひとび

とは正しいことばの使い方というものがあ

るように錯覚しているJ (P.1)状態からユズ

ルさんを開放してくれた。

「到達目標をオープン・エンディングに

しておいて，個人個人の自発性において自

分のなかに潜在するものを実現していく」

(p.28) ユートピアが見つかっていることを

ユズルさんは伝えてくれている。この本に

は「教師を仕事としている者にとって」

(p.30) と書いているけれど，ことばという

記号を自分の感覚につなげて使い，現地を

共有することに向かう意思は，思潮社の

『片桐ユズル詩集』の時と変わりがない。

円

iつJ
V



++。東日本支部活動報告。。。

(2002年 9月，....，2003年 8月)

.2002年
8月17""20日 夏期英語教授法セミナー YMCA 東山荘

9月21日 月例会 渋谷区立新橋区民会館

デモ EP1. p.47 before (conj.) 

トーク rGDMの教材について」

ベーシックイングリ ッシ 名古屋大学10月27日

11月17日

12月15日

.2003年
1月11""12日

1月12日

2月 8日

3月 8日

4月26日

5月24日

6月 7""8日

6月21日

7月12日

ュ研究大会と合同

同ム口とナセ
・
・
・
・
・
・
会
・
・
ク
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モ

モ

例

モ

一

中

デ

デ

デ

月

デ

ト

、
/ヨ

一

シ

ナ

ツ

ミ「

h
N

・・

セ
会
・
・
・
・
会
ス
ク
会
・
・
ク
会
・
・
ク
会

級

例
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例
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例

モ

一

例

モ

一

例

初

月

デ

デ

月

デ

ト

月

デ

ト
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第46回GDM英語教授法公開講演会
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多羅深雪

猪俣徳枝

「公立中学校でのGDMの実践j 松浦克己

「メ タ言語としてのBASICENGLISHJ 後藤 寛

「ベーシックイングリッシュで話しま 唐木田照代

しょう」

目黒区立国道住区センター

say 

the same/different 

関係代名詞の制限用法と非制限用法

目黒区立田道住区センター

EP1. pp.80-81 do""with 

rGDM教授法の純化と俗化J

三田福祉会館

三田福祉会館

「不定詞J

「不定詞，前置調+関係詞J

フォーレスト本郷

St. Valentine's Day 

Questions about Napoleon 

かながわ県民センター

小学生クラス授業見学 its

「公立中学校でのGDMの実践j

目黒区立田道住区センター

EP2. p.58 distance 

「生徒の作文を分析するJ

目黒区立田道住区センター

EP2. p.98 make a discovery of 

rBasic English in the BibleJ 

浜京

すみだ産業会館

rGDMの魅力一授業理論と言語素材」

「英語以外の外国語 1時間目J

l) r中学生対象のクラスJ have 

2) r高校生対象のクラスJ which 

3) r大人対象のクラス」授業の第一歩

三田福祉会館

what (rel.) 
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中山滋樹

村田晴子

佐藤正人

竹内久枝

中山滋樹

服部正子

佐藤正人

全員

菅生由紀子

加藤准子

松浦克己

黒瀬るみ

新井等

黒沢文子

箕田兵衛

相沢佳子

多羅深雪

服部正子

中山滋樹

唐木田照代

植田恵子



+++西日本支部活動報告。。。

(2002年 9月"-'2003年 8月)

.2002年

9月29日 月例会 大阪市立弁天町市民学習センター

読書会 Richards & Gibson， Learning 

Basic English 

デモ: keep (EP1， p.96) 麻田暁枝

“Talk in Basic English" 

10月27日 月例会:ベーシック ・イ 名古屋大学 人間情報研究棟

ングリッシュ研究大会と

の共催

講演 「公立中学校でのGDMの実践一考え 松浦克己

る力を育てるJ

「メタ言語としてのBASICENGLISHJ 後藤寛

「ベーシック ・イングリッシュで話し 唐木田照代

ましょう」

11月23日 初級セミナー 大阪市立弁天町市民学習センター

理論と実際

12月21日 月例会 大阪市立弁天町市民学習センター

読書会 Richards & Gibson， Learning 

Basic English 

デモ: what (rel.) (EP1， p.72) 田附則子

“Talk in Basic English" 

.2003年

1月26日 月例会 大阪市立弁天町市民学習センター

トーク: WGDMとワーキング ・メモリー』 此枝洋子

デモ: ‘make， keep' (EP1， p.99) 松川和子

2月16日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

読書会 Richards & Gibson， Learning 

Basic English 

デモ: ①in， on (EP1， p.11) 林智子

②same， different (EP1， p.107) 此枝洋子

“Talk in Basic English" 

3月8日 弁天町春のセンター祭り 大阪市立弁天町市民学習センター

「おもしろ英語体験」

3月22'""23日 月例会とスプリングセミナー ザ・パレスサイド・ホテル(京都)

トーク: “English Through Picturesにおけ

るメタ言語"

-Vacabularyをふやすには一 片桐ユズル

デモ: EP2， p.143 石井恵子

4月26日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

読書会 Richards & Gibson， Learning 

Basic English 

デモ: who (rel.) (EP1， p.111) 回附則子

“Talk in Basic English" 

5月18日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

読書会 Richards & Gibson， Learning 
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Basic English 

デモ: for (EP1， p.97) 麻田暁枝

“Talk in Basic English" 
6月29日 教育セミナー 大阪市立総合生涯学習センター

講演 ①『ぴったりなことばなんであるの 片桐ユズル

かしら?~

②IrGDM授業の面白さと難しさ ービ 吉沢郁生

デオによる授業研究』

体験授業 フィンランド語 松川和子

英語(1)はじめてのセンテンス 麻田暁枝

'here， there 
英語(2 )未来・現在・過去の 此枝洋子

‘Take' 
7月19日 月例会 大阪市立総合生涯学習センター

like (EP2. p.10) 松川和子

西日本支部総会

片桐ユズルの本たち

ふたつの世界に生きる一般意味論 (2004年， A5判， 6300.) 2100円

ギンズバーグ，ハクスリー， F.M.アレクサンダーとのかかわりで一般意味論を説明

する。

見てわかる意味論の基礎とBASICEnglish (2002年， B5判， 1800.) 1785円

オグデン=リチャーズの意味論を視覚化し，同時にBASICについての問題を提起

する。

メディアとしてのベーシック・イングリッシュ(1996年， A5判， 23200.) 3059円

現場での実践例に即しながら， BASICのメディア史的背景と理論を解き明かす。

日本語もう一歩(1995年，B5判 7600.) 2100円。カセット・テープ， 3150円

『はじめてのにほんご』に続いて EP1 ，60"'-' EP2，21に相当する GDM日本語教

科書。

株式会社京都修学社

TEL: 075-707-5638 FAX: 075-707-5622 

干606-0021京都市左京区岩倉忠在地町33-7
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